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おもな内容
＊確定申告
＊愛市憲章・市の花・
　木・鳥決定
＊障害者自立支援法
＊消防出初め式
＊市議会 12月定例会

２～４p
５p

６p
７p

８～９p

一斉放水
合併後、山鹿市消防団として初めての出初め式。そして、放水訓練。84台の積載ポンプ車が参加し、
これまでにない規模でした。ホースを握る団員らは真剣な中にも晴々とした表情を浮かべていまし
た。（７ページに紹介記事）
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確定申告確定申告

市県民税

所得税

贈与税
消費税および
地方消費税

申　告　の　場　所
３・４ページのとおり

確定申告センター
および３・４ページ

確定申告センター

確定申告センター

＊確定申告センター：ＪＡ鹿本会館内

　今年も市・県民税と所得税の申告時期が近づきました。もし、
申告を忘れてしまうと、各種証明書の発行ができなかったり、
国民健康保険税の軽減措置が受けられなくなることもありま
す。必ず期限内に申告しましょう。わかりにくい点がありまし
たら、お気軽におたずねください。

…山鹿税務署　☎ 44 - 2181
または、市役所・税務課市民税係　☎ 43 - 1120
　　　　鹿北総合支所・市民税係　☎ 32 - 3111
　　　　菊鹿総合支所・市民税係　☎ 48 - 3111
　　　　鹿本総合支所・市民税係　☎ 46 - 3111
　　　　鹿央総合支所・市民税係　☎ 36 - 3112

問合せ

対象と地域
大　道　　藤井（1・2区）、日置、
　　　　　馬見塚、方保田、
　　　　　白石・十三部
大　道　　古閑、中、
　　　　　鹿校通１丁目～４丁目、
　　　　　日の出団地
　 三 岳 校 区
　 川 辺 校 区
　 米 田 校 区
　 平 小 城 校 区
　 八 幡 校 区
　 三 玉 校 区
　 予 備 日

申告会場対象と地域

山　鹿　宗方（北・南）、下町、中町、
　　　　上市町、南本町、栄町、
　　　　温泉通、花見坂、大宮通、
　　　　上広町、広町、九日町、
　　　　日吉町、堀明町、上町、北町、
　　　　松坂町

山　鹿　西上町、東通町、天神町、
　　　　明治町、栗林、桜町中、
　　　　桜町西、原町、泉町、新町、
　　　　温泉プラザ、大宮町

申告会場月日･曜
平成 18年度（平成 17年分）　　所　得　税

月日･曜

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
館

3/１㈬

3/ ２㈭

3/3㈮

3/6㈪

3/ ７㈫
3/ ８㈬
3/ ９㈭
3/10㈮
3/13㈪
3/14㈫
3/15㈬

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
館

申告会場▷確定申告センター（ＪＡかもと会館内）
申告期間▷２月 16日㈭～３月 15日㈬まで
　　　　（土曜・日曜を除く）
相談時間▷午前９時～午後４時まで
　　　　（正午から午後１時までを除く）
※２月 13日㈪と 14日㈫の２日間は、公的年金の還付申告
　も受け付けます。還付申告をされる方は、源泉徴収票と
　控除証明書等をご持参ください。
※期間中は山鹿税務署での申告相談は行われません。
　また、土曜・日曜は税務署へ郵送するか、税務署の時間
　外収受箱に投かんしてください。

確定申告・贈与税・消費税及び地方消費
税の申告はこちらに

★還付申告ができる人
　q平成 17年中に中途退職した給与所得者で、その
　　後就職せず源泉所得税を納め過ぎになっている
　　人
　w雑損控除・医療費控除・寄付金控除・住宅借入
　　金（取得）等特別控除を受ける人
　期　間▷２月１日㈬～ 15日㈬　午前９時～午後４時
　　　　（土日祝祭日を除く）
　会　場▷市役所３階会議室および各総合支所市民税係
＊還付申告は各申告会場でもできますが、申告会場では混
　雑しますので、上記の期間をご利用ください。

★事業所得のある人は
　　事業所得（農業・営業等）のある人は、必ず収支内訳
　書を作成するか、収支計算を済まされて、領収書・帳簿
　や決算書など収支内訳を確認できるものをご持参くださ
　い。
　　なお、事業などの用に供する土地・建物の租税公課に
　ついては、平成 17年度固定資産納税通知書（課税明細書）
　をご参照ください。
＊収支計算とは
　　一年間（１月から 12月）の収入金額から、支出金額
　（必要経費）を差し引いて所得を計算します。

★税政改正により昨年と変わったこと
　　平成 18年度から市民税に影響のある主なものは以下の
　とおりです。
　q均等割を納付している夫と生計を一にする妻で、夫と
　　同じ市内に住所がある人の均等割の１/２の軽減措置が
　　なくなりました。
　w年齢 65歳以上の人の老年者控除（48万円）が廃止され
　　ました。
　e年齢 65歳以上の人の公的年金等控除が改正されました。
　（例：控除額 140 万円→ 120 万円へ）
　r年齢 65歳以上の人で、合計所得が 125 万円以下の人に対
　　する非課税措置が、平成 18年度分から段階的に廃止さ
　　れます（平成 18年度は２/３を軽減、19年度は１/３を
　　軽減）
　t定率減税が所得割額の 15％相当額（４万円を限度）か
　　ら、所得割額の 7.5％相当額（２万円を限度）になりま
　　した。

★申告の必要な人
　q平成 17年中に所得（営業・不動産・配当・給与・年金
　　などの収入）があった人。また、給与所得・年金受給
　　者で源泉徴収済みの人でも、給与・年金以外に所得が
　　あった人。
　　なお、税務署に確定申告をする人、給与所得者で年末
　　調整済みの人は住民税申告の必要はありませんが、給
　　与所得者で年末調整が済んでいない人、年末調整済み
　　でもほかに扶養控除や社会保険料控除などがある人。
　w国民健康保険加入者で所得のない人や、非課税収入
　（遺族年金・障害年金・老齢福祉年金など）のみの人。
　e児童手当・扶養手当などの請求、扶養認定などの申請、
　　および市外や同一世帯以外の人の扶養になっている人
　　で所得証明を必要とする人。

★忘れてはならないもの
　q市役所から送付された住民税の申告書、または、税務
　　署から送付された確定申告書をお持ちの人は、その申
　　告書を必ず記入し、印鑑と一緒に持参ください。
　w公的年金・ 給与所得などのある人は、源泉徴収票。
　e医療費控除を受ける人は、支払った医療費の領収書、
　　明細書、保険などで補てんされる金額の明細書。おむ
　　つ代は、医師の証明書が必要です。
　r国民健康保険税・国民年金・農業者年金などの社会保
　　険料控除のある人は、保険料の領収書か払込証明書が
　　必要です。
　t生命保険料控除や損害保険料控除のある人は、支払保
　　険料の証明書。
　y住宅借入金（取得）等特別控除を受ける人は、登記簿
　　謄本または抄本、住民票の写し、売買契約書の写しま
　　たは工事請負契約書の写し、住宅取得資金に係る借入
　　金の年末残高証明書等。

★申告での注意点
　q申告には所得者本人が来てください。
　w事業所得のある人は、収支決算書（収支内訳書）を作
　　成しご持参ください。
　e日雇賃金、地代家賃、その他すべての所得を正確に調
　　べてきてください。

申告会場

勤労青少年
ホーム
体　育　館

対象と地域
平小城　平小城全校区
三　玉　三玉全校区
三　岳　小坂（1～ 3区）
　　　　津留・寺島（4～ 11区）
川　辺　川辺全校区
八　幡　石（5・6区）、杉
八　幡　名塚、下吉田、日輪台
　　　　村熊入、町熊入
米　田　米田全校区
大　道　古閑、中
大　道　藤井（１・２区）、
　　　　方保田、白石・十三部、
　　　　日の出団地
　　　　鹿校通１丁目～４丁目

申告会場
平小城地区公民館
三玉地区公民館
小坂公民館
三岳地区公民館
川辺地区公民館
石公民館
下吉田公民館
八幡地区公民館
米田地区公民館
中公民館
大道地区公民館

三友公民館

月日･曜
2/16㈭
2/17㈮
2/20㈪

2/27㈪

2/21㈫

2/28㈫
2/22㈬

平成 18年度（平成 17年分）　　市県民税（国民健康保険税）
対象と地域　

山　鹿　宗方（北・南）、下町、
　　　　中町、上市町、南本町、
　　　　栄町、温泉通、花見坂、
　　　　大宮通、上広町、広町、
　　　　九日町、日吉町、
　　　　堀明町、上町、北町、　
　　　　松坂町
山　鹿　西上町、東通町、
　　　　天神町、明治町、栗林、
　　　　桜町中、桜町西、原町、
　　　　泉町、新町、
　　　　温泉プラザ、大宮町

2/23㈭

月日･曜

山鹿地区

所得税については、税務署から日時などの
指定を受けていなければ、下表の場所・日
程でも申告できます

【申告受付時間】午前は９：30～ 11：30　午後は 13：30～ 16：00

2/24㈮
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【申告受付時間】午前は９：30～ 11：30　午後は 13：30～ 16：00
※今年度は、申告会場が一部変更になっていますので、ご確認をお願いします。
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確定申告愛市憲章、市の「花・木・鳥」決定

対象地域　
午前：高井川
午後：田渕･尾谷
午前：東栗瀬
　　　西栗瀬
午後：宮迫･陣内
午前：麻生・福原
午後：皆瀬･柿原
午前：下中
午後：上中・弁天
午前：竹の谷
午後：柚の木谷
　　　  底野
午前：中津川
午後：男岳・三楠
午前：柏ノ木
午後：東野
終日：浦方
午前：桑原
午後：枝川内
終日：迫･幸ケ丘
午前：細永
午後：才野・
　　　  釘の花
午前：山下
午後：川原谷
午前：小川内・
　　　後川内
午後：下村・市木
午前：須屋・星原
午後：南松尾
午前：荒平
午後：田中
午前：原
午後：本多久
午前：金原・入道
午後：茂田井
午前：堂原
午後：中間
終日予備日

会場月日･曜
2/16㈭

鹿
北
総
合
支
所
・
大
会
議
室

広
見
研
修
セ
ン
タ
ー

岳
間
研
修
セ
ン
タ
ー

2/17㈮

2/20㈪

2/21㈫

2/22㈬

2/23㈭

2/24㈮

2/27㈪
2/28㈫

3/1㈬
3/2㈭

3/3㈮

3/6㈪

3/7㈫

3/8㈬

3/9㈭

3/10㈮

3/13㈪

3/14㈫
3/15㈬

鹿北地区 菊鹿地区 鹿本地区 鹿央地区
対象地域　
所得税関係

１区・２区

３区・４区

５区・６区

７区

８区・９区

上本分・下本分

黒蛭・米原

立徳・木山・

横枕・道場・大林

池田・永山・

酒造野

宮原・阿佐古

川西・島田

山の井・日渡・

下永野１･２

上組・下組

五郎丸・太田・日

渡団地・みどり団

地

川原・長谷川・長

谷

予備日

会場

菊
鹿
公
民
館
・
大
会
議
室

城
北
体
育
館

菊
鹿
公
民
館
・
大
会
議
室

月日･曜
2/16㈭
2/17㈮

2/20㈪
2/21㈫
2/22㈬
2/23㈭
2/24㈮
2/27㈪
2/28㈫
3/1㈬

3/2㈭

3/3㈮
3/6㈪
3/7㈫

3/8㈬
3/9㈭

3/10㈮

3/13㈪
3/14㈫
3/15㈬

内
田
構
造
改
善

セ
ン
タ
ー

対象地域　
来民１・２区

来民３区･御宇田

来民５･６･７区

高橋・下高橋

津袋・小嶋

庄

石渕

梶屋･下梶屋･川北

中富･川南

分田・下分田

中分田・小柳

予備日

会場

ひ
だ
ま
り
２
階
・
会
議
室
B

高
橋
公
民
館

ひ
だ
ま
り
２
階
・
会
議
室
B

月日･曜
2/16㈭
2/17㈮

2/20㈪

2/21㈫

2/22㈬

2/23㈭

2/24㈮

2/27㈪

2/28㈫

3/1㈬

3/2㈭

3/3㈮

3/6㈪

3/7㈫

3/8㈬

3/9㈭

3/10㈮

3/13㈪

3/14㈫

3/15㈬

対象地域　
鹿央全域

奥永・上久野・

久野・宮･下千田・

上千田

霜野･仁王堂･北谷

梅木谷･大浦･中浦

鹿央全域

会場

鹿
央
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
・
小
研
修
室

鹿
央
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
・
小
研
修
室

月日･曜
2/16㈭
2/17㈮

2/20㈪

2/21㈫

2/22㈬

2/23㈭

2/24㈮

2/27㈪

2/28㈫

3/1㈬

3/2㈭

3/3㈮

3/6㈪

3/7㈫

3/8㈬

3/9㈭

3/10㈮

3/13㈪

3/14㈫

3/15㈬

山
内
多
目
的
研
修

集
会
施
設

市
立
鹿
央
隣
保
館

平成 18年度（平成 17年分）　　市県民税（国民健康保険税）

水
辺
の
学
習
館

ゆ
め
ほ
た
る

鹿
北
総
合
支
所

大
会
議
室

　

昨
年
８
月
か
ら
「
山
鹿
市
民
憲
章
等

検
討
委
員
会
」
で
審
議
を
重
ね
て
き
た

「
愛
市
憲
章
」
と
市
の
「
花
・
木
・
鳥
」。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
ご
意
見
と
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

そ
し
て
今
回
、
検
討
委
員
会
と
市

で
み
な
さ
ん
の
「
お
も
い
」
を
参
考
に

し
な
が
ら
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
次

の
と
お
り
決
定
し
、
１
月
15
日
に
制
定

選定理由
日輪寺をはじめ、市内の名所、
旧跡や家庭の庭などでも多く
植えられていて、なじみがあ
り広く親しまれている。
また、春の花の代表格であり
満開時のきれいさはとても見
事である。

選定理由
花の色は輝きを帯びた鮮や
かなオレンジ色であり、金
灯籠をイメージさせる。ま
た、とても良い香りを放つ
ため幸せな気分になれる。

選定理由
春を告げる鳥で山鹿の多く
の場所で鳴き声を聞くこと
ができる。自然豊かな山鹿
市にふさわしい。

市の花
「つつじ」

市の鳥
「うぐいす」

市の木
「きんもくせい」

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
の
「
花
・
木
・
鳥
」
に
応

募
し
採
用
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
抽
選

で
21
人
の
方
に
記
念
品
と
し
て
図
書

カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
村
美
和
子
さ
ん　

大
林　

國
剛
さ
ん

河
原　

博
子
さ
ん　

佐
伯　

隆
則
さ
ん

坂
本　

高
広
さ
ん　

佐
藤　

成
美
さ
ん

合併１周年記念

山鹿市民「愛市憲章」
市の「花・木・鳥」が決定！

　わたしくしたちは、平成の大合併により極めて広域の山鹿市民となりました。
この広大な地域性に立って、住みよい郷土の実現と発展を願い、望ましい心の
あり様を中心に据え、愛市憲章を次のように定めました。

制　定　の　趣　旨

新
谷　

信
之
さ
ん　

新
谷　

良
子
さ
ん

菅
村　

祥
子
さ
ん　

友
枝　

英
子
さ
ん

中
嶋　

太　

さ
ん　

平
山　

幸
枝
さ
ん

前
田
ス
ミ
子
さ
ん　

松
尾　

精
郎
さ
ん

三
代　

秀
隆
さ
ん　

水
本　

孝
広
さ
ん

宮
本　

智
子
さ
ん　

宮
本　

政
子
さ
ん

村
上　

眞
澄
さ
ん　

吉
本
素
美
代
さ
ん

米
岡　

文
江
さ
ん
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障害者自立支援法山鹿市消防団出初め式

消 防出初め式
　
１
月
８
日
、
市
内
の
20
分
団
か
ら
１
、８
４
３

人
が
参
加
し
て
消
防
出
初
め
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
中
嶋
市
長
が
「
消
防
団
も
新
た
な
歩

み
を
始
め
た
ば
か
り
で
す
。
全
団
員
一
丸
と
な
っ

て
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
告
辞
し
た
あ

と
、
池
田
彰
一
団
長
が
「
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
心
を
ひ
と
つ
に
し
て

士
気
の
高
揚
を
図
り
、
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
と
誇

り
を
持
ち
活
動
に
あ
た
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
訓

辞
。
分
列
行
進
の
後
、
会
場
を
移
し
一
斉
に
放
水

訓
練
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
消
防
協
会
長
表
彰
な
ど
の
表
彰
も
あ

り
ま
し
た
。
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称

略
）。

熊本県消防協会長表彰　功績章（団歴 20年以上）
■山　鹿　隊
　上田敬一郎（山鹿）阿蘇品和彦（中）中田憲一郎（藤井）
　大坪真一（鹿校通）永田正明（平山）築嶋竜一（平山）
　仲間久展（城）大坂孝一（小坂）富田正史（津留）
■鹿　北　隊
　栗原昭浩（多久）堀下靖友（多久）平田政友（多久）
　髙木聖也（多久）鶴川浩一郎（多久）中満広治（多久）
　才田雄一（椎持）村木美智也（岩野）西牟田貴文（岩野）
　中村正文（岩野）古川達也（岩野）芋生博之（岩野）
　草野峰生（岩野）池田博文（四丁）堤　久生（芋生）
　後藤啓介（芋生）中島栄二（芋生）
■菊　鹿　隊
　森田晃生（木野）木場　茂（阿佐古）青木圭一（下内田）
　勢田哲男（上永野）冨田祐一（上永野）古閑英樹（下内田）
　本田誠二（上内田）宮崎良広（上内田）今村文雄（相良）
　霍川幸広（山内）
■鹿　本　隊
　坂本和久（来民）宮﨑一雄（来民）奥村　篤（御宇田）
　池田雄二（来民）福嶋英人（上梶屋）原口聖司（高橋）
　原口伸二（高橋）冨田昌也（津袋）
■鹿　央　隊
　江藤竜一（上千田）吉里康晴（下千田）古家正文（郷原）
　髙山英雄（下原）田中智道（霜野）角田光敏（霜野）

熊本県消防協会長表彰　勤績章（団歴 15年以上）
■山　鹿　隊
　廣瀬　潔（南島）柿山繁栄（山鹿）富田淳一（下吉田）
　石貫政和（石）瀬口道夫（石）三森和幸（熊入町）
　三森一幸（熊入町）光永　太（古閑）丸山満昭（藤井）
　川上正治郎（藤井）山田幸宏（藤井）徳永浩邦（方保田）
　清田国輝（方保田）木野政継（方保田）坂梨　健（中）
　竹下俊彦（方保田）星子俊郎（長坂）星乃真佐人（坂田）
　竹下輝明（久原）坂本敏治（久原）木庭道明（久原）
　田上佳博（鍋田）築嶋浩二（平山）迎田祐樹（平山）
　益田一則（平山）伊豆永　稔（小群）竹下博徳（城）
　有冨峰夫（城）石川憲喜（津留）古江陽一（津留）

　原　幸徳（寺島）森　栄博（寺島）
■鹿　北　隊
　藤本邦夫（多久）中満　堅（多久）北原裕起（椎持）
　才田淳一（芋生）山本達喜（椎持）松本俊二（岩野）
　白田孝二（岩野）村木尚史（岩野）林　政成（岩野）
　大坂英敏（岩野）永田多美也（小坂）野中義文（岩野）
　松本幸晴（岩野）内野謙二（岩野）堀下義文（四丁）
　古川卓也（四丁）中村和秀（四丁）早野　博（芋生）
　早田順一（芋生）白木　寿（芋生）上田幸弘（芋生）
　虎口勝彦（芋生）
■菊　鹿　隊
　芹川伸也（木野）冨田和成（松尾）平井公一朗（池永）
　藏原誠也（阿佐古）岩下徹也（下内田）髙山雅之（下永野）
　東　憲一（下永野）渕上邦広（矢谷）家入文秋（上内田）
　小川幸誠（上内田）栗原正広（下永野）中満俊文（山内）
　栗原和広（山内）
■鹿　本　隊
　福島和秀（来民）阪本雄一郎（来民）永田信徳（来民）
　川俣輝明（御宇田）松本和幸（御宇田）古澤貴男（来民）
　赤星信一（上梶屋）坂本竜男（下梶屋）園田和雄（中富）
　冨田敏裕（川北）田中博久（川北）田中誠一（分田）
　赤星和臣（来民）松村親弘（下分田）松村勝利（下分田）
　原　啓一郎（来民）森　辰巳（庄）高倉生盛（来民）
■鹿　央　隊
　新　幸徳（宮）笠立征市（霜野）益田　徹（北谷）
　
感　謝　状（団長および団歴 30年以上の退団者）
　菊鹿町消防団団長：菊川房継（池永）
　鹿本町消防団団長：福島洋四郎（川南）
　鹿央町消防団団長：吉本政幸（宮）
　山鹿市消防団副団長：大仁田　勲（中）

市 長 表 彰（一般協力者感謝状）
　石貫喜久（石）　㈱青木工務店　鹿本森林組合

　

現
在
、
障
害
者
は
三
つ
の
種
類
に
分

け
ら
れ
、
障
害
の
種
類
や
年
齢
に
よ
り

受
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
な
ど
が

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
成
立
に
よ
り
、

ど
の
障
害
の
人
も
共
通
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
が
地
域
に
お
い
て
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
利
用
者
負
担
に
つ
い
て

は
、
原
則
１
割
負
担
（
軽
減
措
置
あ
り
）

で
す
。

障害者自立支援法がはじまります
身体障害・知的障害・精神障害に対する福祉サービスを一元化

スタートは平成 18年４月から

q相　談
市役所または相談支援
業者に相談します。
また、サービスが必要
な場合は市役所に申請
します。

障害福祉サービス

自立支援医療
　

こ
れ
ま
で
、
障
害
者
の
医
療
費
は
障

害
の
種
類
や
年
齢
に
よ
り
負
担
の
割
合

や
計
算
の
仕
方
が
違
い
ま
し
た
。
こ
れ

が
一
本
化
さ
れ
「
自
立
支
援
医
療
費
」

と
な
り
、
ど
の
障
害
の
人
も
医
療
費
の

１
割
を
支
払
い
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得

に
応
じ
て
上
限
が
決
め
ら
れ
て
い
て
、

負
担
が
重
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

w申請・調査
支給申請を行うと、現
在の生活や障害の状況
についての調査が行わ
れます。

e審査・判定
調査の結果をもとに市
役所で審査・判定が行
われ、どのサービスが
必要な状態かが決めら
れます。

r認定・通知
障害程度区分や介護す
る人の状況、申請者
の要望などをもとに、
サービスの支給量など
が決まり、通知され、
受給者証が交付されま
す。

tサービス利用
計画の作成

利用できるサービスの
量や申請者の要望など
をもとに、相談支援事
業者と相談しながら必
要に応じてサービス利
用計画を作成します。
（作成費は無料です）

サービス
利用開始

利用までの手続き

利
用
ま
で
の
手
続
き

　

自
立
支
援
医
療
（
更
生
医
療
・
通
院

医
療
）
の
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
市

役
所
に
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
の
認
定
を
受
け
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
必
要
性

が
認
め
ら
れ
た
方
に
は
「
自
立
支
援
医

療
受
給
者
証
」
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

※
育
成
医
療
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
保

　

健
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

障害程度が一定以上の人に生活上また
は療養上の必要な介護を行います。
※療養介護、ホームヘルプ、生活介護、
　児童デイサービス、ショートステイ、
　施設入所支援など

身体的または社会的なリハビリテー
ションや就労につながる支援を行いま
す。
※自立訓練、就労移行支援、グループ
　ホームなど

サービスの種類
介 護 給 付 訓 練 等 給

通院医療
（精神保健福祉法）

更生医療
（身体障害者福祉法）

育成医療
（児童福祉法）

自立支援医療

●支給認定の手続を共通化
●利用者負担の仕組みを共通化
●指定医療機関制度の導入

…いきがい推進課（本所　☎４３ - ００５２／山鹿総合支所　☎４３ - ００５０）または各総合支所市民福祉課
　鹿　北　☎３２ - ３１１１　菊　鹿　☎４８ - ３１１１　鹿　本　☎４６ - ３１１２　鹿　央　☎３６ - ３１１４

問合せ



8　1994.12.1　広報やまが1994.12.1　広報やまが　9 8　2006.2.1　広報やまが 広報やまが　2006.2.1　 ９

市議会 12月定例会市議会 12月定例

◆◇　議　案　◇◆
■議案第 136 号　山鹿市議会政務調査費の交付に関する条
　　　　　　  　例　　　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 137 号　教育長の給与の特例に関する条例…可決
■議案第 138 号　山鹿市職員退職手当支給条例の一部を改
　　　　　　  　正する条例　　　　　　　　　　…可決
■議案第 139 号　長期継続契約を締結することができる契
　　　　　　  　約を定める条例　　　　　　　　…可決
■議案第 140 号　山鹿市鹿本第２分団消防団拠点施設条例
　　　　　　  　の一部を改正する条例　　　　　…可決
■議案第 141 号　山鹿市市民会館条例の一部を改正する条
　　　　　　  　例　　　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 142 号　山鹿市福祉会館条例の一部を改正する条
　　　　　　  　例　　　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 143 号　山鹿市健康福祉施設条例の一部を改正す
　　　　　　  　る条例　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 144 号　山鹿市鹿央地域福祉センター条例の一部
　　　　　　  　を改正する条例　　　　　　　　…可決
■議案第 145 号　山鹿市らんらんハウス条例の一部を改正
　　　　　　  　する条例　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 146 号　山鹿市高齢者福祉施設条例の一部を改正
　　　　　　  　する条例　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 147 号　山鹿市立児童館条例の一部を改正する条
　　　　　　  　例　　　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 148 号　山鹿市木工体験施設条例の一部を改正す
　　　　　　  　る条例　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 149 号　山鹿市山村・都市交流施設条例の一部を
　　　　　　  　改正する条例　　　　　　　　　…可決
■議案第 150 号　山鹿市一本松農村公園条例の一部を改正
　　　　　　  　する条例　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 151 号　山鹿市鹿央生産物直売所条例の一部を改
　　　　　　  　正する条例　　　　　　　　　　…可決
■議案第 152 号　山鹿市鹿央ふるさと親木館条例の一部を
　　　　　　  　改正する条例　　　　　　　　　…可決
■議案第 153 号　山鹿市特産工芸村条例の一部を改正する
　　　　　　  　条例　　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 154 号　山鹿市鞠智城跡物産館条例の一部を改正
　　　　　　  　する条例　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 155 号　山鹿市水辺プラザかもと条例の一部を改
　　　　　　  　正する条例　　　　　　　　　　…可決

■議案第 156 号　山鹿市道の駅小栗郷条例の一部を改正す
　　　　　　  　る条例　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 157 号　山鹿市小栗郷カントリーパーク条例の一
　　　　　　  　部を改正する条例　　　　　　　…可決
■議案第 158 号　山鹿灯籠民芸館条例の一部を改正する条
　　　　　　　  例　　　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 159 号　山鹿市矢谷渓谷キャンプ場条例の一部を
　　　　　　　  改正する条例　　　　　　　　　…可決
■議案第 160 号　岳間渓谷キャンプ場条例の一部を改正す
　　　　　　  　る条例　　　　　　　　　　　　…可決　
■議案第 161 号　山鹿市鹿北ふれあい会館条例の一部を改
　　　　　　  　正する条例　　　　　　　　　　…可決
■議案第 162 号　山鹿市瞑想の森公園条例の一部を改正す
　　　　　　  　る条例　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 163 号　山鹿市鹿本農村公園条例の一部を改正す
　　　　　　  　る条例　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 164 号　山鹿市鹿央農産物加工施設条例の一部を
　　　　　　  　改正する条例　　　　　　　　　…可決
■議案第 165 号　山鹿市有機液肥供給施設条例の一部を改
　　　　　　  　正する条例　　　　　　　　　　…可決
■議案第 166 号　山鹿市幸の国有機センター条例の一部を
　　　　　　  　改正する条例　　　　　　　　　…可決
■議案第 167 号　山鹿バスセンター条例　　　　　…可決
■議案第 168 号　山鹿市稲田地域交流センター条例の一部
　　　　　　  　を改正する条例　　　　　　　　…可決
■議案第 169 号　山鹿市勤労青少年ホーム条例の一部を改
　　　　　　  　正する条例　　　　　　　　　　…可決
■議案第 170 号　山鹿市本分地区多目的集会施設条例の一
　　　　　　  　部を改正する条例　　　　　　　…可決
■議案第 171 号　山鹿市農業集落多目的集会施設条例の一
　　　　　　  　部を改正する条例　　　　　　　…可決
■議案第 172 号　山鹿市鹿本ふれあい木香館条例の一部を
　　　　　　  　改正する条例　　　　　　　　　…可決
■議案第 173 号　八千代座等条例の一部を改正する条例　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  …可決
■議案第 174 号　山鹿市社会体育施設条例の一部を改正す
　　　　　　  　る条例　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 175 号　山鹿市サイクリングターミナル条例の一
　　　　　　  　部を改正する条例　　　　　　　…可決　
■議案第 176 号　山鹿市教育集会所条例の一部を改正する
　　　　　　  　条例　　　　　　　　　　　　　…可決

市議会 12 月定例会
　平成17年（第 7回）市議会 12月定例会は、12月６日に開会し、12月 22日までの 17日間の日程で開かれました。
　今議会では条例や予算など議案 56件（条例 43件、予算 5件、その他 8件）と報告 1件を審議。
　さらに請願 3件、陳情 4件、議員提出議案 4件と意見書案 2件が上程され審議されました。その結果は次のとお
りです。

■議案第 177 号　山鹿市くらしの歴史館条例の一部を改正
　　　　　　  　する条例　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 178 号　山鹿市文化財保護条例の一部を改正する
　　　　　　  　条例　　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 179 号　平成 17年度山鹿市一般会計補正予算（第
　　　　　　  　７号）　　　　　　　　　　　　…可決　
■議案第 180 号　平成 17年度山鹿市国民健康保険事業特別
　　　　　　  　会計補正予算（第 2号）　　　　  …可決
■議案第 181 号　平成 17年度山鹿市介護保険事業特別会計
　　　　　　　  補正予算（第 3号）　　　　　　  …可決
■議案第 182 号　平成 17年度山鹿市病院事業会計補正予算
　　　　　  　（第 4号）　　　　　　　　　　　  …可決
■議案第 183 号　平成 17年度山鹿市下水道事業会計補正予
　　　　　　  　算（第 2号）　　　　　　　　　  …可決
■議案第 184 号　字の区域変更について　　　　　…可決　
■議案第 185 号　字の区域変更について　　　　　…可決
■議案第 186 号　字の区域変更について　　　　　…可決
■議案第 187 号　市道路線の認定について　　　　…可決　
■議案第 188 号　市道路線の認定について　　　　…可決
■議案第 189 号　教育委員会委員の任命について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…同意（多）
■議案第 190 号　人権擁護委員の推薦につき意見を求める
　　　　　　  　ことについて　　　　　　　　　…同意
■議案第 191 号　人権擁護委員の推薦につき意見を求める
　　　　　　  　ことについて　　　　　　　　　…同意

◆◇　報　告　◇◆
■報  告第 10 号　株式会社菊鹿フラワーバンクの経営状況
　　　　　　  　の報告について　　　　　　　　…受理

◆◇　請願・陳情　◇◆
■請  願第 2 号　山鹿市教育の日条例制定に関する請願書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　…継続審査
■請  願第 3 号　屋内公認プールの建設に関する請願書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　…継続審査
■請  願第 4 号　三楠川早期改修に関する請願書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　…採択
■陳  情第１号　麦、大豆における共済掛金に対する一部
　　　　　　　  補助の陳情書　　　　　   …不採択（多）

■陳  情第３号　建設に働く仲間と地域経済を救うルール
　　　　　　  　づくりの陳情書　　　　　　　　…採択
■陳  情第４号　最低保障年金制度の創設を求める陳情書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　…採択
■陳  情第５号　核兵器廃絶「非核平和自治体宣言」を求
　　　　　　  　める陳情書　　　　　　　　…継続審査

◆◇　議員提出議案　◇◆
■議員提出議案第９号　農業委員会委員の推薦について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  …可決
■議員提出議案第 10号　農業委員会委員の推薦について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  …可決
■議員提出議案第 11号　農業委員会委員の推薦について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  …可決
■議員提出議案第 12号　農業委員会委員の推薦について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  …可決

◆◇　意見書　◇◆
■意見書案第６号　最低保障年金制度の創設を求める意見
　　　　　　　 　書　　　　　　　　　　　　　 …可決
■意見書案第７号　「真の地方分権改革の確実な実現」に
　　　　　　　 　関する意見書　　　　　　　　 …可決

＊なお、この議案書全文は、市役所ホール「情報プラザ」
　に置いてあります。自由にご覧いただけます。
＊お問い合わせは議会事務局（☎４３ - １６３４）
　および本庁総務課法令文書係へ。（☎４３ - １１１７）
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身近な話題、情報をお寄せください！
秘書課広聴広報係　☎４３ -１１１２

　合併して初めての記念すべき成人式！今年新成人となっ
たのは 652 名です。
　「高い志、大きな夢、目標を持って困難に積極果敢にチャ
レンジして欲しい。そして皆さんを育ててくれたふるさと
『山鹿市』をしっかりと愛し、育んでいただきたい。」との
中嶋市長の言葉に対して、新成人代表竹丸泰行さんと阪梨
由希子さんが「あらゆる苦難にくじけることなく、来るべ
き未来に向かって自分の道を歩んでいくことを誓います。」
と誓いの言葉を述べました。

トントン！なかなか割れないね
…八千代座鏡開き 1月 10日　八千代座

おめでとう祝　新成人！　　　  
…山鹿市成人式　1月 9日　山鹿市総合体育館

▲新成人代表の竹丸さんと阪梨さん

▲「フーフーフー」ぜんざいおいしいね

　年末に八千代座の舞台などに飾られた「お鏡さん」の鏡開き
がありました。
　この日招待されたのは山鹿保育園と中央保育所の園児 50人。
子どもたちの手で鏡もちを包丁と小づちで割りました。そのお
もちを使いぜんざい 300 食が用意され、園児や地域の方々、観
光客の皆さんに振る舞われました。
　園児の中には、「鏡もち、うちのまんまいさん（仏壇）の前
にもあるよ。お母さんにぜんざい作ってもらう」とあつあつの
ぜんざいを頬張りながら話していました。

このまちの
あんなこと

こんなこと満載！

　市老人クラブ連合会鹿北支部（支部長永田千秋さん）の
みなさんが、道の駅かほく小栗郷と健康温泉館ゆ～かむに
「愛の一円塔」を設置しました。
　愛の一円塔は「恵まれない人のためにポケットの中の一
円玉を」との提唱で始まった募金活動です。今回、新たに
設置された一円塔は１台がガスボンベを、もう 1台が竹筒
を加工したもので、ともに同支部会員のみなさんが 100 円
ずつ出し合って作り上げました。
　この日設置にあたった横手光義さん（四丁）は、「福祉の
心を広めるためにもたくさん集まるといいですね」と話し
ていました。

▲一円塔を設置した市老連鹿北支部のみなさん。道の駅かほくの
小栗茶屋入口にガスボンベ型の一円塔を設置しました

温泉の恵みに感謝して
…温泉復活感謝祭　12月 20日　薬師堂（山鹿）

心あたたまる音楽が与える感動　　　　
…ＪＯＹ倶楽部ミュージックアンサンブルコンサート

12月 17日　グリーンパルス（菊鹿）

ひろがれ福祉の心　　　　
…市老連鹿北支部が愛の一円塔を設置

12月 20日　道の駅かほく小栗郷

▲ＪＯＹ倶楽部と菊鹿中合唱部の共演

　1473 年、温泉が枯渇した際、薬師堂を建立し金剛乗寺の
高僧有明法印が祈祷したところ 12月 20 日にお湯が復活し
たとの故事に由来し、毎年この日に開かれる温泉復活感謝
祭。今年も、多くの人が参拝に訪れ、薬師堂前では、甘酒
などのが振る舞われました。

　知的障害者でつくるプロ音楽バンド「JOY倶楽部」（福岡市）
のコンサートが開かれ、約 550 人の市民が耳を傾けました。
　この日は、メンバー 15 人が「アメージンググレース」「サ
ンタが街にやってくる」など 17曲を披露。途中、菊鹿中合唱
部員８人も加わり、JOY倶楽部の演奏をバックに「ビリーブ」
など２曲を合唱し、会場からは盛んな拍手が贈られました。
　このコンサートは、今回で３回目。公演実行委員会のほかに、
菊鹿中学校も生徒 102 人で実行委員会（委員長宮本洋子さん・
３年生）をつくりともに準備を進めてきました。公演実行委
の栗原事務局長は「この感動をこれからは菊鹿に限らず全市
に広げていきたい」と話していました。

▲功徳をたたえ読経する参加者

おめでとう！宇野さん
…全国中学生人権作文コンテストで

法務省人権擁護局長賞受章

　山鹿小学校ハンドボール部６年生代表が、第 31回熊日学童
オリンピックハンドボール競技で準優勝し県代表２チームの中
に選抜され、このほど九州各県代表と戦い、予選リーグ・決勝
トーナメントを勝ち抜き、見事優勝を果たしました。おめでと
うございます。

やったね！九州で一番
…山鹿小ハンドボール部九州一に

十両復帰目指してがんばって！
…力士・千代白鵬表敬訪問　12月 19日　市役所

▲中嶋市長の元を訪れた九重親方と千代白鵬さん

　山鹿市出身の幕下力士、千代白鵬（九重部屋）と師匠の九
重親方が市役所を訪れました。
　千代白鵬さんは、平成 11年大阪場所で初土俵。17年大
坂場所で十両に昇進したものの右足のケガに苦しみ幕下に。
今年の１月場所は幕下７枚目で活躍しています。十両復帰目
指してがんばってください。

　米野岳中学校２年生の宇野茜さんが、全国中学生人
権作文コンテスト熊本県大会で最優秀賞熊本県地方法
務局長賞、全国中学生人権作文コンテストで法務省人
権擁護局長賞を受賞されました。
　作文の内容は、自分が何気なく言った一言から、お
じいちゃんを傷つけてしまった事や職業差別をしてい
た自分に気が付いたことなど、心の葛藤を描いたもの
です。おめでとうございます。
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新着図書ピックアップ

《今月は鹿央図書室から》
布の絵本って？

～鹿本図書館発～

【布の絵本って知ってる？】
　布の絵本は、「はずす」「はめる」「ひっぱる」「む
すぶ」など動きを取り込んだ絵本です。
　通常平面的な文字と絵の本とはまったく違い、視
覚や聴覚を使ってすべての子どもがさまざまに楽し
めるようになっています。紙とは違い暖かみのある
絵本です。

　今回ご紹介するのは、手作りの「布の絵本」で
す。これは、鹿本図書館のスタッフが、業務終了
後に自宅に持って帰り、少しずつ作り上げました。
他にも中学生ボランティアや大学生ボランティア
の手を借り、たくさんの愛情と心がこもった布の
絵本です。
　貸出可能な絵本の数は 12冊と少な目ですが、
完成次第随時貸し出します。現在は、４冊作成中
ですのでお楽しみに！

【貸出方法は？】
　q借りたい絵本を布の絵本ファイリングがら選ぶ
　w借りたい本の「貸出カード」を受付カウンターに
　　出す
　e布の絵本を借りる
【注意する点は？】
　・貸出期間は３日間
　・一人１冊まで
　・個人のみ貸出
　（団体貸出はいたしません）

　すべてが手作りで、細かいパーツなどがあり、紛失した
りと管理が難しいため、県内でも布の絵本の貸出は、まだ
珍しいです。この機会に皆さんに知っていただき、これか
らのバリアフリー絵本の一環として取り入れてみてはいか
がですか。
　手作り布の絵本は、鹿本図書館で貸し出しますが、出版
社が出している布の絵本は、鹿央町にも数冊ありますので、
ご近所の方は一度ご覧になってみてください。
　布の絵本は、子どもや大人、すべての人が自分で物語を
作り出せる魅力もあります。手軽に自分で作ってみるのも
いいかもしれません。
　鹿本図書館では、一緒に布の絵本を作っていただけるボ
ランティアの方も随時募集しています。

▲温もりのある
手作り絵本です。

▲夜なべをして作っていま
　す。
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問
合
せ

催しスケジュール
鹿本図書館
・おはなし会
　日時▷2月 4日㈯・18日㈯・25日㈯
　　　　午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
　日時▷2月 7日㈫・14日㈫・21日㈫
　　　　午前 11時から
　　　▷2月 17 日㈪　午前 10時から
山鹿中央公民館図書室
・おはなし会
　日時▷2月 22 日㈬　午後２時 30分から

今月の休館日
鹿本図書館
　▷2月6日㈪・11日㈷・13日㈪
　     　 20日㈪・27日㈪・28日㈫
山鹿中央公民館図書室
　▷2月 27 日㈪
鹿北公民館図書室
　▷毎週土曜・日曜・祝祭日
菊鹿町公民館図書室
　▷年末・年始
鹿央公民館図書室
　▷毎週土曜・日曜・祝祭日

家族という人間の巨きな環、親から子へそしてまたその子へと受け継が
れる石原家の子育ての流儀。数々の心温まるエピソードと伝説の真相を
通して明かされる素顔の家族像。子どもという存在の環を抱かずに人間
は生きることも死んでいくことも出来はしまい・・・

日本人のこころ 1　　　　　　　　　　五木寛之／著　講談社
蓮如は「大阪」の地に何を感じたのか。なぜ信長は 10 年間も石山本願
寺を攻め続けたのか。信仰によって結ばれた運命共同体としての町城下
町から寺内町へ視点を変えると人間は誰でもアイデンティティを求め
る。戦国大名をおびえさせた「念仏」のネットワーク「商人道」の背景
にあるもの、日本人がかつて持っていた知られざる豊かな世界、隠され
た日本を透視する旅へどうぞ。

息子たちと私「子どもあっての親」　  石原慎太郎／著　幻冬舎

わたしは何のために生きているのだろうか？わたしの中のキラッと光る
ものをお母さんならきっと見つけてくれると思います。教えてください。
導いてください。動けれん、人の役に立つこともできん。でも、生きて
いたいんです。わかってほしいんです。

1 リットルの涙　　　  　　　　　　木藤亜也／著　エフェー出版

なんでいつもいそいでいるんだろう？はやくはやくはやくって　ぱたぱ
たあわててしごと　ちょこちょこゲームにむちゅう　物静かな怠け者か
らなにかを親子で感じ取ってほしい絵本です。

 ゆっくりがいっぱい　　　　　　エリック・カール／著 　偕成社
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　子育て支援センターとつどいの広場は、主とし
て就学前の親子が自由に遊び、交流できる場です。
開設時間内ならいつでも利用できます。
近くの広場に遊びに来てみませんか？

それぞれの広場では、相談も受け付けています。
月曜～金曜　午前９時～午後５時

電話でも気軽にどうぞ。
秘密は守ります。

山鹿子育て支援センター
鹿北子育て支援センター
菊鹿子育て支援センター
鹿本子育て支援センター
鹿央子育て支援センター

つどいの
広場

ぽかぽか
おさか童夢

43 - 1270
32 - 3194
48 - 3111
46 - 2635
36 - 2150
43 - 0050
43 - 1155

広　場　名 電話番号

Column

ご利用案内

今月の主役

子育ては、大変だけど大事なこと。あなたの子育て応援してます！

　子育て中は、毎日朝から晩まで子どもの世話に追われて、なか
なか心も体も休まらないことが多いですね。ストレスを発散する
時間も大切だと思います。家の中に閉じこもりがちなお母さん、
一歩外に足を踏み出してみませんか？
　“とことこ ”は、いつでも気軽に親子で楽しく集い、相談したり、
協力できる友だちを見つける場、親が子どもとどう関わったらよ
いかを学び会う場です。
　ここに集う仲間とともに、ひとりの大人として、女性として日々
の生活にゆとりを取り戻し、広い視野で自分や子育てを見つめる
ことで、子育てにゆとりと喜びを再発見することができると思い
ます。“とことこ ”って、そんなとこ！そして…

　親としてともに育ちあい
　　　　子育て・子育ちのよろこびを

山鹿子育て支援センター　とことこ

山鹿市次世代育成支援行動計画
「かたらんネ！」ダイジェスト版に関わって

職域・地域みんなの力で
山鹿の子育てをかたり（語り）、かたる（参加する）

伊藤良高さん
（熊本学園大学社会福祉学部教授）

　今、わが国では急速に少子化が進展しており、
人口減少社会のあり方が議論されはじめていま
す。少子化の背景・要因は様々ですが、子ども
が生き生きと育ちにくい、また、安心して子ど
もを産み育てにくいことが指摘されています。
平成 15 年に制定された次世代育成支援対策推
進法にもとづいて、山鹿市においても次世代育
成支援のための行動計画が策定されました。
　この計画は山鹿市のすべての子ども・青年と
子育て家庭を社会全体で支援していくことを目
標としています。子育ては家庭だけが担うもの
ではなく、社会全体によって取り組むことが求
められています。言い換えれば、親世代だけで
なく、同世代の友人や職場の上肢・同僚・近隣
に住む高齢者など、職域・地域の一人ひとりが
何らかの形で子育てに参加する、あるいはそれ
ができる仕組みを構築していくことが課題と
なっています。
　今回、この計画のダイジェスト版が作成され
ました。山鹿の子育てをかたり（語り）、かた
る（参加する）ための身近な資料として大いに
活用していただければ幸いです。

○お母さんが作るお母さんのためのホームページもどうぞ
　“すきすKids” http://www.yamaga-sukisukids.jp

山鹿市子育て応援セミナー
ノーバディーズ・パーフェクト・プログラム

－ 完璧な親なんていない！ －
　参加者同士でワイワイ話し合いながら、親が自分の長所に気付
き、子育てに対して前向きな方法を見いだせるようお手伝いする、
カナダ生まれのプログラムです。
　今回が初めての試みで、０歳から５歳までの子どもを持つ 12
人のお母さん方が週１回、計８回のセッションに参加される予定
です。

♪こんなこともやってます

♪お母さんのチカラもすごいです

ねんねの赤ちゃん
集まれ！

プレママの手作り
おもちゃ

Mrs. さおりさんの
なンちゃってビクス

フリーマーケット

　

内
田
保
育
園
は
、市
の
北
東
部
に
位
置
し
、

八
方
岳
や
相
良
観
音
、
矢
谷
渓
谷
、
内
田
川

の
清
流
な
ど
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
地

域
の
人
々
の
温
か
い
愛
情
に
包
ま
れ
た
保
育

園
で
す
。
現
在
36
名
の
園
児
た
ち
は
、
み
な

明
る
く
、
優
し
く
、
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

伝
統
の
「
相
良
の
子
守
歌
」
や
「
ど
じ
ょ

う
す
く
い
」
の
踊
り
は
、
町
の
夏
祭
り
に
加

え
て
、
今
年
は
市
の
「
健
康
福
祉
ま
つ
り
」

に
も
出
場
し
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　

食
育
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
園

の
「
ち
び
っ
子
農
園
」
で
は
、
祖
父
母
の
応

援
も
得
て
、
い
つ
も
元
気
な
野
菜
が
育
っ
て

い
ま
す
。

　

運
動
会
や
夕
涼
み
会
、
発
表
会
や
収
穫
祭

に
は
、地
域
の
人
た
ち
も
招
き
賑
わ
い
ま
す
。

ま
た
、
老
人
ホ
ー
ム
の
お
年
寄
り
や
、
小
中

高
校
生
と
の
交
流
な
ど
、
多
く
の
人
々
と
の

つ
な
が
り
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
思
い
や

り
深
く
す
く
す
く
育
っ
て
い
ま
す
。

　

小
さ
な
保
育
園
で
す
が
、
温
か
い
家
庭
的

な
雰
囲
気
の
中
で
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を

大
切
に
し
、
豊
か
な
感
性
と
強
く
生
き
る
力

を
育

み
、
保

育
者
も

園
児
や

保
護
者

と
共
に

育
つ
、

そ
う
い

う
保
育

園
で
あ

り
た
い

と
願
っ

て
い
ま

す
。

　

八
玉
保
育
園
は
、
国
体
道
路
に
面
し
た
場

所
に
位
置
し
て
い
ま
す
が
、
園
庭
か
ら
は
不

動
岩
を
望
み
、
一
年
を
通
し
て
自
然
の
移
り

変
わ
り
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

田
ん
ぼ
の
細
い
畦
道
や
用
水
路
に
架
か
っ

た
橋
を
渡
っ
た
り
飛
び
越
え
た
り
、
土
手
を

登
っ
た
り
等
、
日
頃
の
散
歩
や
園
外
活
動
を

通
し
て
、
自
然
の
中
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
冒

険
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
菜
園
活
動
で
は
、
自
分
た
ち
で
大

切
に
育
て
た
野
菜
を
収
穫
し
て
、
食
べ
る
喜

び
を
味
わ
っ
た
り
と
、
恵
ま
れ
た
環
境
の
な

か
で
伸
び
伸
び
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
行
事

の
一
つ
に
、「
夏
祭
り
」
が
あ
り
ま
す
。
運
動

場
が
役
員
さ
ん
た
ち
の
協
力
に
よ
り
、
あ
っ

と
い
う
間
に
お
祭
り
一
色
。
子
ど
も
た
ち
が

担
ぐ
御
輿
と
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」

の
か
け
声
で
始
ま
り
で
す
。
保
護
者
の
方
々

や
、
地
域
の
方
々
に
も
大
変
喜
ん
で
、
参
加

し
て
頂
い
て
ま
す
。

　

園
の
目
標
で
あ
る
「
個
性
と
人
格
を
尊
重

し
、
思
い
や
り
の
あ
る
や
さ
し
い
子
ど
も
に

育
て
る
こ
と
」
を
基
本
に
、
大
切
な
幼
児
期

を
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
過
ご
せ
る
よ

う
な
保
育
環
境
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

八玉保育園 山鹿市久原・私立　☎ 43 - 5181

内田保育園

恵まれた環境と家庭的な雰囲気の中
ひとりひとりを大切に

▲不動岩の麓でのみかん狩り

輝けいのち～共に生き、共に育つ保育

　

か
お
う
保
育
園
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
、

３
年
が
た
ち
ま
し
た
。

《
生
き
る
喜
び
と
生
き
抜
く
力
を
育
み
、
豊
か

な
心
を
育
て
る
保
育
》
を
目
指
し
、

　

１
．
心
も
か
ら
だ
も
明
る
く
元
気
な
子
ど

　
　
　

も
。

　

２
．
自
分
を
大
切
に
し
、
友
だ
ち
を
大
切

　
　
　

に
す
る
子
ど
も
。

　

３
．「
あ
り
が
と
う　

ご
め
ん
な
さ
い
」
が

　
　
　

言
え
る
子
ど
も
。

　

と
い
う
こ
と
を
目
標
に
持
ち
、
日
々
保
育

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
１
月
末
現
在
の
入

所
児
童
数
は
181
名
。
異
年
齢
児
と
の
交
流
、

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

豊
か
な
自
然
の
中

で
、
た
く
ま
し
く
遊

ん
で
い
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
は
、

年
長
児
の
活
動
の
中

に
和
太
鼓
を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
和
太

鼓
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
、
集
中
力
が

つ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

友
だ
ち
と
合
わ
せ
る

こ
と
の
大
切
さ
、
相

手
を
思
う
気
持
ち
の

育
ち
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
た
く
さ
ん

の
活
動
を
通
し
、
子

ど
も
た
ち
の
明
る
い

元
気
の
良
い
声
の
響

く
保
育
園
、
か
ら
だ

育
て
、
こ
こ
ろ
育
て

を
大
切
に
し
な
が

ら
、
地
域
に
根
ざ
し

た
保
育
園
づ
く
り
を

し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

かおう保育園
鹿央町合里・公立　☎ 36 - 2110

豊かな心を育てるために

菊鹿町上内田・公立　☎ 48 - 9123

太
鼓
を
披
露
し
た
ク
リ
ス

マ
ス
発
表
会

▲
▲枝豆ちぎり～今日のおやつだよ！
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小学校・中学校の話題をお届け！

学 問訪校
六郷小学校（菊鹿）

笑顔がいっぱい、夢いっぱい

※クラブ員の声を通して各クラブの魅力を紹介します

今月は
健康ビーチバレー！

今回は、クラブ員の開田妙子さん（古閑）に話しをお聞ききしました。
　年をとってくると出不精になりがちですよね。そんなとき、ビーチ
ボールバレーをしているのを何度か見かけて「これなら気軽にできる
かも」と思い始めてみました。適度な運動量なので、健康維持にちょ
うどいいスポーツだと思います。使うボールもビーチボールなのでそ
れほど力もかかりませんし、どこに飛んでいくかわからないという面
白さもあります。気軽に健康維持ができて気に入っています。
　「ゆかいに、にぎやかに」をモットーに、一緒に楽しむ仲間をいつで
もお待ちしています。楽しいですよ～。

平
均
年
齢
○
歳
（
!?
）
で
す
が
、
参
加
は
50

歳
以
上
の
方
か
ら
Ｏ
Ｋ
で
す
！
見
学
に
来
て

み
ま
せ
ん
か
？

▲

思
わ
ぬ
方
向
に
飛
ん
で
い
く
ボ
ー
ル

が
楽
し
さ
の
み
な
も
と
で
す

▲

　“緑の丘の学舎 ”六郷小学校は、近くに「あんずの丘」
があり、自然環境に恵まれたすばらしい学校です。
　めざす児童像は
　　　　　「はい」と「おはようございます」
　めざす教師像は
　　　　　「笑顔」と「ありがとう」
　めざす学校像は
　　　　　「一人はみんなのために、みんなは
　　　　　　　　　　　　一人のために」
　以上３つのスローガンのもと、子どもたちはすばら
しい環境のなかでやさしく・のびのびと、学習に運動
にとがんばっています。
　「いきいき農園活動」が開始されて、今年は４年目を
迎え、子どもたちと先生方が地域の指導者と共に野菜

づくりをする中で、労働の大切さ、食について考える
貴重な体験活動ができています。11月 13 日 aには保
護者や地域の方々たちをお迎えして「収穫祭」を開き、
子どもたちの作った野菜の販売を行い大好評でした。
　また、旧菊鹿町の伝統の行事として開催されている
「かがやきの郷コンサート」では、低学年は「花祭り」
の合奏を、高学年は「つばさをください」の合唱を披
露し、多くの感動をあたえてくれました。
　「強く、正しく、美しく」をモットーに、保護者・地
域の皆さんの温かいご支援のもと、笑顔がいっぱい・
夢いっぱいの子どもたちを育んでいます。

投
稿

投
稿

「
山
鹿
灯
籠
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
ー
」

　
　
　
グ
ッ
ズ
が
で
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

山
鹿
市
地
域
振
興
公
社

　
山
鹿
市
地
域
振
興
公
社
で
は
、ハ
ロ
ー

キ
テ
ィ
ー
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商
品
と
し

て
、
平
成
15
年
に
作
製
し
ま
し
た
う
ち

わ
や
根
付
け
な
ど
に
続
き
、「
フ
ェ
イ
ス

タ
オ
ル
」
の
販
売
を
始
め
ま
し
た
。
作

製
に
あ
た
っ
て
は
「
今
回
は
実
用
性
も

そ
な
え
た
お
土
産
」
と
い
う
こ
と
で
話

し
合
い
、
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

販
売
場
所
▽

　

山
鹿
市
地
域
振
興
公
社
・
八
千
代

　

座
・
灯
籠
民
芸
館
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　

タ
ー
ミ
ナ
ル
・
観
光
協
会
・
物
産
振

　

興
協
会
を
通
じ
た
市
内
旅
館
や
土
産

　

品
店

…
山
鹿
市
地
域
振
興
公
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
０
１
１
１

投
稿

投
稿

新
生
「
山
鹿
市
支
部
が
江
田
島
、

呉
を
研
修
」　

　
　
　
全
国
自
衛
隊
父
兄
会

　
　
　
熊
本
県
支
部
連
合
会
山
鹿
支
部

　

海
上
自
衛
隊
江
田
島
・
呉
研
修
が
12

月
11
・
12
日
130
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ

た
。

　

11
日
は
、
瑠
璃
光
寺
五
重
塔
（
山
口

市
）、
厳
島
神
社
の
島
内
観
光
後
島
内
ホ

テ
ル
泊
。
12
日
は
、
宮
島
か
ら
船
を
乗

り
継
ぎ
、
江
田
島
〜
呉
の
大
和
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
へ
移
動
し
つ
つ
研
修
し
た
。

　

江
田
島
で
は
、
広
報
担
当
者
が
、
幹

部
候
補
生
学
校
の
入
校
式
や
卒
業
式
が

行
わ
れ
る
「
大
講
堂
」、
幕
末
か
ら
第

二
次
世
界
大
戦
ま
で
の
海
軍
関
係
者
の

投
稿

問
合
せ

待
ち
に
待
っ
た
同
窓
会

　
　
　
　
　
　
　
　
池
田　
忠
行
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
山
鹿
市
鹿
北
町
四
丁
）

　

指
折
り
数
え
て
待
ち
に
待
っ
た
高
校

卒
業
50
周
年
記
念
同
窓
会
に
出
席
し
ま

し
た
。
全
国
各
地
か
ら
130
名
の
出
席
で

し
た
が
、
予
想
し
た
よ
う
に
高
校
時
代

の
顔
を
思
い
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
き
し
く
も
、
私
た
ち
の
テ
ー

ブ
ル
に
は
、
ク
ラ
ス
を
と
も
に
過
ご
し

た
人
が
着
席
し
て
い
ま
し
た
。
顔
を
み

て
い
る
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
思
い
出

さ
れ
、
話
が
盛
り
上
が
り
楽
し
い
ひ
と

と
き
で
し
た
。

　

恩
師
も
４
名
元
気
な
顔
を
み
せ
ら
れ
、

名
札
を
見
て
思
い
出
さ
れ
た
様
子
。
50

年
前
の
生
徒
の
姿
を
み
て
驚
か
れ
た
よ

う
に
も
思
え
ま
し
た
。

　

高
校
ダ
ン
ス
部
の
「
灯
籠
踊
り
」「
お

て
も
や
ん
」「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
が
あ
り
同

窓
会
に
華
を
添
え
ま
し
た
。
開
宴
と
な

り
、
こ
こ
に
は
幹
事
さ
ん
の
細
部
に
わ

た
り
綿
密
な
計
画
、
配
慮
に
驚
き
ま
し

た
。
今
ま
で
に
な
か
っ
た
内
容
で
し
た
。

　

バ
イ
キ
ン
グ
で
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
物

を
口
に
す
る
こ
と
が
で
き
満
足
で
し
た
。

　

こ
の
会
場
は
、
昔
の
面
影
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
母
校
の
跡
地
に
な
り
、
ク
ス

の
大
木
だ
け
が
50
年
前
と
変
わ
る
こ
と

な
く
山
鹿
市
内
を
見
下
ろ
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
は
職
員
室
の
あ
っ
た
場
所
に
な
る

と
こ
ろ
で
し
た
。
あ
え
て
高
校
跡
に
場

所
を
求
め
た
の
も
、
幹
事
さ
ん
の
発
想

に
よ
る
も
の
で
、
高
校
時
代
を
思
い
出

す
べ
く
配
慮
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

現
在
は
高
校
へ
の
入
口
、
そ
れ
に
ク
ス

の
大
木
を
形
見
と
し
て
残
す
だ
け
の
姿

に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
母
校
の
校
歌
を

全
員
で
う
た
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な

書
や
遺
品
を
展
示
す
る
「
教
育
参
考
館
」

を
案
内
し
た
。

　

研
修
中
の
一

行
に
面
会
に
来

た
長
男
・
竹

熊
正
成
さ
ん

は
「
歴
史
の
重

み
と
深
さ
を
感

じ
る
こ
の
素
晴

ら
し
い
環
境
に

負
け
な
い
幹
部

と
し
て
巣
立
っ

て
欲
し
い
」
と

語
っ
て
い
た
。

　

ご
子
息
が
、
海
曹
専
修
課
程
を
江
田

島
で
受
け
た
と
い
う
坂
梨
平
子
さ
ん
は
、

「
こ
の
よ
う
な
場
所
で
勉
強
し
て
い
た
こ

と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
」
と
感
慨
深

げ
に
話
し
て
い
た
。

　

最
後
に
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、

戦
艦
大
和
を
十
分
の
一
の
ス
ケ
ー
ル
（
長

さ
26
メ
ー
ト
ル
）
に
し
た
模
型
が
展
示

し
て
あ
り
、「
大
和
」
の
前
や
後
、
上
や

下
に
移
動
し
な
が
ら
し
き
り
に
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
押
す
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ

た
。

鹿
本
総
合
支
所
に
、
あ
る
事
で
お

頼
み
に
行
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

青
木
美
恵
子
さ
ん

（
山
鹿
市
鹿
本
町
来
民
）

　
私
事
で
す
が
、家
の
裏
木
戸
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
外
側
で
し
た
が
、
猫
の
死
骸
が

横
た
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
ど
う

し
よ
う
か
と
迷
っ
て
総
合
支
所
に
行
っ

て
相
談
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
個
人
の
土

地
に
は
入
ら
れ
な
い
の
で
、
持
ち
主
さ

ん
に
連
絡
し
て
み
ま
す
と
の
事
で
し
た

の
で
そ
の
儘
帰
り
、
役
所
の
事
だ
か
ら

少
し
日
が
掛
か
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お

り
ま
し
た
ら
、
何
と
30
分
も
し
た
と
こ

ろ
で
、
地
主
の
方
が
来
て
片
付
け
て
下

さ
い
ま
し
た
。
役
所
の
方
の
手
早
さ
に

は
、
大
変
感
謝
い
た
し
ま
し
た
。

　

鹿
本
総
合
支
所
に
、
ご
相
談
に
行
っ

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

役
所
の
方
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

一
枝
に
２
個
の
晩
白
柚
！

　
　
　
　
　
　
　

早
野　
富
幸
さ
ん

（
山
鹿
市
栗
林
）

　
基
本
的
に
一
枝
に
１
個
な
る
の
が
普

通
の
晩
白
柚
で
す
が
、
我
が
家
で
栽
培

し
て
い
る

晩
白
柚
の

木
に
は
、

２
個
な
っ

て
ビ
ッ
ク

リ
で
す
。

思
い
出
が
去
来
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

前
夜
祭
、
同
窓
会
、
阿
蘇
旅
行
、
ゴ

ル
フ
の
４
日
間
の
日
程
は
好
天
気
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
阿
蘇
旅
行
は
昼
食
に
田

楽
で
し
た
。
今
ま
で
に
な
い
思
い
出
深

い
同
窓
会
、
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
出
席
し
た
全
員
の

気
持
ち
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
度
は
「
古
稀
」
の
同
窓
会
で
会
い

ま
し
ょ
う
と
い
っ
て
別
れ
を
惜
し
み
ま

し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
幹
事
さ
ん
に

厚
く
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
城

北
高
校
ダ
ン
ス
部
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。
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February

２月

案内板

 　
お
知
ら
せ

今
月
の
市
税
・
国
保
税
の
納
期

２
月
28
日
㈫
は
固
定
資
産
税
第
４
期
の

納
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
方
も
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

日
時
▽
２
月
24
日
㈮
・
27
日
㈪

　
　
　
　
　

28
日
㈫　

午
後
８
時
ま
で

場
所
▽
本
庁
税
務
課
窓
口

※
市
税
・
国
保
税
は
、
納
期
限
を
過
ぎ

　

る
と
年
利
一
四
・
六
％
の
延
滞
金
が

　

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず

　

に
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

…
本
庁
税
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
４
４

夜
間
収
納
と
納
税
相
談
窓
口

問
合
せ

　
募　
集

　

次
の
要
領
で
市
の
奨
学
金
の
申
込
を

受
け
付
け
ま
す
。

申
込
資
格
▽

　
q
本
市
に
３
年
以
上
在
住
す
る
者
の

　
　

被
扶
養
者

　
w
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困

　
　

難
な
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

　
e
学
業
成
績
が
優
秀
で
あ
る
こ
と

　
r
日
本
学
生
支
援
機
構
そ
の
他
こ
れ

　
　

に
類
す
る
も
の
か
ら
奨
学
資
金
の

　
　

貸
与
ま
た
は
給
付
を
受
け
て
い
な

　
　

い
こ
と

貸
付
金
額
▽

　
【
高
校
お
よ
び
専
修
学
校
高
等
課
程
】

　

・
国
公
立　

月
額
１
万
５
千
円

　

・
私
立　
　

月
額
２
万
円

　
【
大
学
お
よ
び
専
修
学
校
専
門
課
程
】

　

・
国
公
立
、
私
立　

月
額
３
万
円

償
還
方
法
▽
給
付
終
了
後
、
半
年
間
据

　
　
　
　
　

え
置
き
、
貸
与
期
間
の
２

　
　
　
　
　

倍
以
内
の
期
間
で
返
還

受
付
期
間
▽

　
　
　
　

３
月
10
日
㈮
〜
４
月
７
日
㈮

…
山
鹿
市
教
育
委
員
会

　
　

教
育
総
務
課　

☎
43
‐
１
６
３
８

問
合
せ

　

次
の
q
〜
t
を
満
た
す
高
齢
者
を
平

成
18
年
４
月
１
日
ま
で
に
１
年
間
介
護

し
た
家
族
に
対
し
慰
労
金
を
支
給
し
ま

す
。

　
q
市
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

　
　

に
登
録
さ
れ
て
い
る

　
w
要
介
護
４
ま
た
は
要
介
護
５
の
状

　
　

態
（
平
成
17
年
４
月
２
日
〜
平
成

　
　

18
年
４
月
１
日
ま
で
継
続
）

　
e
入
院
期
間
が
平
成
17
年
４
月
２
日

　
　

〜
平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で
の
間

　
　

で
通
算
90
日
以
内
（
短
期
入
所
利

　
　

用
は
同
期
間
で
７
日
以
内
）

　
r
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

　
　

い
な
い

　
t
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し
て
い

　
　

る

支
給
額
▽
10
万
円

申
請
締
切
日
▽
２
月
28
日
㈫

…
山
鹿
総
合
支
所
い
き
が
い

　
　
　
　

推
進
課　

☎
43
‐
０
０
５
０

　
　
　
　

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
　

鹿
北
☎
32
‐
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　

菊
鹿
☎
48
‐
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　

鹿
本
☎
46
‐
３
１
１
２

　
　
　
　
　
　

鹿
央
☎
36
‐
３
１
１
４

問
合
せ

家
族
介
護
慰
労
金
受
給
申
請
に

つ
い
て

　
相　
談

　

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▽
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　

午
前
９
時

　
　

〜
午
後
４
時

場
所
▽

　
　

本
庁
福
祉
課

内
容
▽
家
庭
や
児

　
　
　

童
に
つ
い
て
の
相
談

…
本
庁
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
６
７

問
合
せ

　

社
会
保
険
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談

を
受
け
ま
す
。
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時
▽
２
月
８
日
㈬
・
22
日
㈬　

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所
▽
市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

…
本
庁
国
保
年
金
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
５
３
０

問
合
せ

社
会
保
険
出
張
相
談

　

山
鹿
植
木
広
域
行
政
事
務
組
合
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
鹿
央
町
）
内
の
切

断
機
整
備
の
た
め
、
次
の
期
間
は
「
可

燃
性
粗
大
ゴ
ミ
」
の
直
接
搬
入
（
自
己

搬
入
）
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

期
間
▽
２
月
６
日
㈪
〜
20
日
㈪

※
可
燃
性
粗
大
ゴ
ミ
＝
焼
却
の
前
に
切

断
の
必
要
が
あ
る
長
さ
50
㎝
を
超
え
る

大
き
さ
の
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
。
木
製
家
具
・

タ
タ
ミ
・
木
の
枝
な
ど

…
環
境
課　

☎
43
‐
７
２
１
１

問
合
せ

市
奨
学
金
制
度

家
庭
児
童
相
談
・
婦
人
相
談

職
種
・
要
件
▽

　
q
一
般
事
務

　
（
高
卒
程
度
で
ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル

　
　

の
操
作
が
で
き
る
人
）

　
w
保
育
士　
e
看
護
師

　
r
幼
稚
園
教
諭

　
t
保
健
師　
y
助
産
師　
u
栄
養
士

　
i
調
理
員
（
調
理
師
免
許
）

　
o
介
護
調
査
お
よ
び
指
導
員
等

　

※
w
〜
o
は
、
要
資
格
免
許

受
付
期
間
▽

　

２
月
６
日
㈪
〜
３
月
３
日
㈮　

　

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

　
　
（
た
だ
し
土
日
を
除
く
）

申
込
方
法
▽
履
歴
書
を
本
庁
職
員
課
へ

　
　
　
　
　

郵
便
ま
た
は
持
参

注
意
事
項
▽

・
応
募
者
は
９
月
ま
で
臨
時
・
非
常
勤
職

　

員
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
４
月
か
ら
任
用

　

さ
れ
な
か
っ
た
方
で
も
、
９
月
ま
で
は

　

短
期
事
業
や
欠
員
の
補
充
等
に
よ
り
必

　

要
と
な
っ
た
場
合
、
任
用
と
な
る
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
。

・
採
用
に
あ
た
っ
て
、
面
接
が
あ
り
ま
す
。

【
代
替
職
員
（
保
育
士
・
調
理
員
）
登
録
】

登
録
要
件
▽
職
員
の
病
休
等
に
よ
る
代 

　
　
　
　
　

替
職
員
と
し
て
月
10
日
程
度

　
　
　
　
　

勤
務
で
き
る
方

　

※
募
集
は
随
時
受
付

　

※
申
込
方
法
は
前
記
に
同
じ

　

※
履
歴
書
に
「
代
替
希
望
」
と
記
入

…
職
員
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
１
３

申
込
・
問
合
せ

　

受
講
後
、
子
育
て
し
な
が
ら
働
く
家

族
等
を
支
援
す
る
た
め
、
協
力
会
員
と

し
て
子
ど
も
を
一
時
預
か
っ
た
り
、
幼

稚
園
や
保
育
園
へ
の
送
迎
な
ど
援
助
活

動
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
中
の
ご
家
族
や
子
育

て
支
援
に
関
心
が
あ
る
方
に
も
参
考
に

な
る
講
習
会
で
す
。
新
米
パ
パ
マ
マ
も

大
歓
迎
で
す
。

　

気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
▽

　
q
２
月
18
日
㈯

　
　

子
ど
も
の
心
身
の
発
達
と
保
育

　
w
２
月
25
日
㈯

　
　

子
ど
も
の
病
気
時
の
対
応

　
　

緊
急
時
の
対
策
と
応
急
処
置

　
e
３
月
４
日
㈯

　
　

子
ど
も
の
遊
び
と
遊
ば
せ
方

　
r
３
月
11
日
㈯

　
　

子
育
て
支
援
情
報
・
事
業
説
明

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

　
（
た
だ
し
25
日
の
み
午
後
４
時
ま
で
）

場
所
▽
山
鹿
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

募
集
人
数
▽
30
人
程
度

申
込
締
切
▽
２
月
15
日
㈬

参
加
料
▽
無
料

※
託
児
所
を
準
備
し
て
お
り
ま
す

…
や
ま
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
山
鹿
市
社
会

福
祉
協
議
会
山
鹿
支
所
）　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
８
８
０
０

申
込
・
問
合
せ

　

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▽
２
月
９
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所
▽
青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
本
庁
商
工
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

消
費
生
活
相
談

心
配
ご
と
相
談

【
山
鹿
】

　
q
一
般
相
談
▽
２
月
３
日
㈮

　
w
子
ど
も
生
活
相
談
▽
２
月
10
日
㈮

　
e
法
律
相
談
▽
２
月
17
日
㈮

　
　
　
　
q
と
w　

午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　
e　

午
前
10
時
〜
正
午

　

場
所
▽
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

　
q
一
般
相
談
▽
２
月
７
日
㈫

　
w
子
ど
も
生
活
相
談
▽
２
月
14
日
㈫

　
e
警
察
相
談
▽
２
月
21
日
㈫

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　

　

場
所
▽
鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

　
q
一
般
相
談
▽
２
月
１
日
㈬

　
w
子
ど
も
生
活
相
談
▽
２
月
８
日
㈬

　
e
心
の
悩
み
相
談
▽
２
月
15
日
㈬

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

　

場
所
▽
菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

ひ
ま
わ
り
館　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

　
q
一
般
相
談
▽
２
月
７
日
㈫

　
w
子
ど
も
生
活
相
談
▽
２
月
14
日
㈫

　
e
消
費
生
活
相
談
▽
２
月
21
日
㈫

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

　

場
所
▽
鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

　
q
一
般
相
談
▽
２
月
１
日
㈬

　
w
子
ど
も
生
活
相
談
▽
２
月
８
日
㈬

　
e
司
法
相
談
▽
２
月
15
日
㈬

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

　
場
所
▽
鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
36
‐
３
８
１
１

…
社
会
福
祉
協
議
会
・
本
所

　
　
　
　
　

☎
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

　
山
鹿
市
で
は
、
環
境
保
全
施
策
に
広

く
市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
た
め
、

山
鹿
市
環
境
審
議
会
の
市
民
代
表
委
員

を
公
募
し
ま
す
。

募
集
人
数
▽
５
名

応
募
要
件
▽
満
18
歳
以
上
で
、
山
鹿
市

に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
を
し
て
お

り
、
山
鹿
市
の
環
境
に
つ
い
て
高
い
関

心
を
お
持
ち
の
方
。

募
集
期
間
▽

　

２
月
１
日
㈫
〜
２
月
28
日
㈫　

　
（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
方
法
▽

・
所
定
の
応
募
申
込
書

・
テ
ー
マ
「
山
鹿
市
の
環
境
保
全
に
つ

　

い
て
市
民
が
で
き
る
こ
と
」
で
400
字

　

程
度
の
作
文
（
様
式
自
由
・
氏
名
記

　

入
）

注
意
事
項
▽

・
応
募
申
込
書
は
市
役
所
情
報
コ
ー
ナ

　

ー
、
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
に
用
意

・
募
集
内
容
は
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　

掲
載

・
応
募
書
類
は
返
却
し
な
い

・
応
募
者
全
員
に
３
月
中
旬
ま
で
に
選
考

　

結
果
を
報
告

応
募
先
▽
〒
８
６
１-

０
５
０
１

　

山
鹿
市
山
鹿
２
０
５
７

　

山
鹿
浄
水
セ
ン
タ
ー
内
環
境
課
環
境

　

政
策
係

　
（
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
可
）

…
環
境
課
環
境
政
策
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
７
２
１
１　

　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
43
‐
０
７
５
７　

Ｅ
メ
ー
ル kankyoh@city.yamaga.lg.jp

申
込
・
問
合
せ

可
燃
性
粗
大
ゴ
ミ
の
直
接
搬

入
の
制
限
に
つ
い
て

育
児
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
習

会
〜
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
子
育
て
を
手
助

け
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
〜

　

近
年
、
境
界
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が

土
地
活
用
の
障
害
と
と
な
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
財
産
を
守
る
た
め
に
、
確
定

し
た
境
界
に
永
続
性
の
あ
る
境
界
標
を

埋
設
し
、
そ
れ
を
地
積
測
量
図
上
に
表

示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
境
界
扮
装
を
未

然
に
防
止
し
し
ま
し
ょ
う
。

【
境
界
問
題
相
談
所
開
設
】

日
時
▽
毎
月
第
１
・
第
３
土
曜
日

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
ま
で　

…
熊
本
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
　
　
　
　
　

☎
096
‐
372
‐
５
０
３
１

問
合
せ

境
界
線
に
は
永
久
的
境
界
標

（
杭
）
の
設
置
を
！

18
年
度
前
期
（
４
月
〜
９
月
）　
市

役
所
臨
時
・
非
常
勤
職
員
登
録

山
鹿
市
環
境
審
議
会

　
　
　
　
市
民
代
表
委
員
募
集

広報やまが　市外年間購読
市外在住者向けに広報紙の年間購読の申込を受け付けま
す。親戚や知人で読みたい人がいる場合などにご利用く
ださい。
年間購読料▷ 2,000 円（Ｈ 18年 4月～Ｈ 19年 3月まで）
申込方法▷広聴広報係までご連絡ください
申込期間▷３月末日まで（郵便振込）

…秘書課広聴広報係
　　　　☎４３ - １１１２
問合せ

「山鹿市地域職業相談室」の
一時閉鎖について

山鹿市勤労青少年ホーム改修工事に伴い「山鹿市地域
職業相談室」を下記の日程で一時閉鎖いたします。
ご迷惑をおかけしますが、この期間のご相談は菊池公
共職業安定所（ハローワーク菊池）にお願いします。
閉鎖期間▷２月１３日㈪～２４日㈮まで

…ハローワーク菊池　☎２４ - ８６０９　
　　　　菊池市隈府南田 771-1　
問合せ
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義士まつり
大石内蔵助良雄をはじめとする赤穂義士17士を供養
するまつりです。
日時▷２月５日㈰　午前 10時
場所▷日輪寺
内容▷・慰霊祭・奉納行事葦北鉄砲隊演舞
　　　・歴史講演「人間関係に見る義士たち」
　　　　講師：軣木正斗（元山鹿市立博物館長）

…山鹿温泉観光協会　☎４３ - ２９５２

ともびき塾
日時▷２月 16日㈭　午後７時
場所▷法事の館　夢想庵
テーマ▷「知ってる？つもり忠臣蔵」
講師▷㈶中央義士会山鹿支部
　　　　平成堀内組
会費▷ 500 円（お預かりし、葬祭支援費にします）

…法事の館夢想　☎４３ - ２２１１問合せ

　

古
楽
器
や
空
想
楽
器
な
ど
に
よ
り

フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
音
と
遊
び
の
世
界

を
繰
り
広
げ
ま
す
。

日
時
▽
２
月
16
日
㈭

　
　
　

午
後
７
時
開
演

場
所
▽
山
鹿
市
民
会
館

入
場
料
▽
会
員
無
料

※
山
鹿
子
ど
も
劇
場
は
会
員
制
で
す
。

　

入
会
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

…
山
鹿
子
ど
も
劇
場

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
６
３
７
５

問
合
せ

山
鹿
子
ど
も
劇
場　
「
愉
快
な
コ

ン
サ
ー
ト
」
ロ
バ
の
音
楽
座

日
時
▽
２
月
11
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所
▽
後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費
▽
500
円

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会
・

　
　
　
　

副
会
長　

後
藤
邦
夫

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

日
時
▽
２
月
26
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所
▽
後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
-
35
）

参
加
費
▽
500
円

＊
宗
派
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　

筆
記
用
具
、
メ
モ
帳
を
ご
持
参

　

く
だ
さ
い
。

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会

　
　
　
　
　
　
　

副
会
長　

後
藤
邦
夫

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

心
の
幸
せ
創
り
教
室

5 日㈰
11 日㈷
12日㈰
19日㈰
26日㈰

     日（曜）　　　診療時間：午前９時～午後５時２
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

＊都合により変更になる場合があります（鹿本郡市医師会）

星田内科医院／はとの眼科クリニック／幸村医院
三森循環器科呼吸器科病院
坂本医院／松永整形外科リウマチ科
うちだ内科医院／後藤整形外科医院
松尾医院／山鹿整形外科谷産婦人科医院

　

多
重
債
務
の
整
理
の
方
法
と
手
続
を

中
心
に
暮
ら
し
の
中
の
法
律
に
つ
い
て

相
談
担
当
弁
護
士
が
解
説
し
ま
す
。

日
時
▽
２
月
12
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
▽
玉
名
市
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師
▽
熊
本
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

　
　
　

立
支
援
セ
ン
タ
ー
特
別
相
談
事

　
　
　

業
特
別
相
談
員

　

福
岡
法
律
事
務
所
弁
護
士 

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
聰
一
朗
氏

※
入
場
は
無
料
で
す

…
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
５
１
４

問
合
せ

「
ひ
と
り
親
家
庭
の
く
ら
し
と

法
律
」
講
演
会

　
催　
し

　

明
治
時
代
の
幻
の
お
芝
居
が
、
14
劇

団
の
参
加
に
よ
り
八
千
代
座
で
上
演
さ

れ
ま
す
。

　

山
鹿
市
在
住
の
方
に
限
り
、
保
護
者

同
伴
の
場
合
は
子
ど
も
料
金
を
半
額
に

い
た
し
ま
す
。（
指
定
席
の
み
）

日
時
▽
２
月
19
日
㈰

　
　

午
後
３
時
開
演
（
午
後
２
時
開
場
）

場
所
▽
八
千
代
座

料
金
▽

　
　

平
土
間
枡
席
（
大
人
５
〜
６
人
の
広
さ
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
，
０
０
０
円

　
　

上
手
枡
席
（
大
人
２
〜
３
人
の
広
さ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
，
０
０
０
円

　
　

指
定
席　
　
　
　

３
，
０
０
０
円

　
　

子
ど
も　
　
　
　

１
，
０
０
０
円

…
八
千
代
座

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
４
０
０
４

問
合
せ

お
伽
芝
居
「
春
若
丸
」

　
　
　
　
　
八
千
代
座
公
演

２月
開 催 日 行　事　名 時間 料金

風情物語e　20：30 ～
風情物語r　20：30 ～
狂言教室
休館日
風情物語t　20：30 ～
風情物語y　20：30 ～
狂言教室
風情物語u　20：30 ～
風情物語i　20：30 ～
春若丸公演
風情物語o　20：30 ～
風情物語!0　20：30 ～

夜間
夜間
夜間
-
夜間
夜間
夜間
夜間
夜間
日中
夜間
夜間

有料
有料
関係者
-
有料
有料
関係者
有料
有料
有料
有料
有料

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
　なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
　までどうぞ（☎４４ - ４００４）

3日㈮
4日㈯
6日㈪
8日㈬
10日㈮
11日㈷
13日㈪
17日㈮
18日㈯
19日㈰
24日㈮
25日㈯

遺
族
の
悲
し
み
を
分
か
ち
合
う
会

□第 23回かもと教美展
　期間▷ 2月 13 日㈪～ 28日㈫まで
　時間▷ 9：00 ～ 17：00（水曜日休館）
　鹿本郡市小中学校の美術教育に縁があった者と現職者有
志による絵画・彫刻を中心にした作品を展示
旧来民郵便局「ゆ～くんち」
＊お問い合せは江住昌蔵まで　☎４６ -４９１２

□熊本県水彩画会出品者作品展
　昨年 10月に県立美術館で開催された水彩画会の展覧会
で出品された山鹿市在住者の作品を展示　
　期間▷２月１日㈬～ 15日㈬まで（最終日は 15：00 まで）
□第１回鹿央町押し花教室作品展
　野に咲く四季折々の花々を押し花にした作品
　期間▷２月16日㈭～28日㈫まで（最終日は15：00まで）

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
☎４４ - ４８３５
時間▷ 11：30 ～ 21：00（日曜定休）□ひな祭り三人展

　陶器や古布で作ったおひな様など 100 点展示
　期間▷２月２日㈭～３月７日㈫まで
Taverna 蔓薔薇（日吉町）　 ☎４３ -８９２０
時間▷ 10：00 ～ 18：00（水曜定休）

入札結果の報告（12月分）

※落札価格500万円以上を掲載（落札額は消費税を含む） …本庁総務課　☎ 43 - 1118問合せ

工事名 工事場所 落札業者 落札額 ( 円 )
12/6
12/15
12/15
12/15
12/15
12/15
12/15
12/15
12/15
12/15
12/15
12/15
12/15

12/15

12/15

12/15

12/15

12/15
12/15
12/27
12/27
12/27
12/27
12/27
12/27

12/27

山鹿市民球場グラウンド改修工事（2期工事）
城北小学校給食保管棟改築工事
都市計画道路日吉町線交差点改築工事
平成 17年度三玉・八幡地区幹線 6号その 1工事
平成 17年度三玉・八幡地区支線 6-10 号工事
八の峰減圧弁取付工事
中古閑地区基盤整備事業に伴う導水管移設工事（一工区）
中古閑地区基盤整備事業に伴う導水管移設工事（二工区）
中古閑地区基盤整備事業に伴う導水管移設工事（三工区）
後川内川他 2件災害復旧工事（災補河第 542 号・543 号・544 号）
麻生川他 4件災害復旧工事（災補河第 545 号・546 号・547 号・548 号・549 号）

萱原川他 4件災害復旧工事（災補河第 552 号・553 号・556 号・557 号・558 号）
中津川川他 4件災害復旧工事（災補河第 554 号・555 号・560 号・
561 号・562 号）
江の草川他 4件災害復旧工事（災補河第 559 号・563 号・567 号・
568 号・573 号）
柏の木川他 2件災害復旧工事（災補河第 564 号・565 号・566 号）
小川内後川内線他 3件災害復旧工事（災補道第 575 号・576 号・
577 号・578 号）
市道星原線側溝布設工事
市道竹の谷 1号線側溝布設工事
皆瀬地区市有林崩壊災害復旧工事
霊仙古閑線 2工区道路改築その 3工事
下島田中村線改良工事
麻生野中央線農道改良工事（ふるさと農道緊急整備事業）
須屋 3地区農地災害復旧工事
平成 17年度鹿央古代の森交流施設整備事業遊歩道整備工事
鹿央古代の森交流施設整備事業利便施設工事（山村振興等農林漁
業対策事業）
鹿央古代の森交流施設整備事業植栽工事（山村振興等農林漁業対
策事業）

山鹿市熊入地内
山鹿市菊鹿町松尾地内
山鹿市中央通地内
山鹿市上吉田地内
山鹿市上吉田地内
山鹿市久原地内
山鹿市中地内
山鹿市中地内
山鹿市中地内
山鹿市鹿北町椎持地内
山鹿市鹿北町椎持地内
山鹿市鹿北町椎持・岩野地内
山鹿市鹿北町岩野地内

山鹿市鹿北町岩野地内

山鹿市鹿北町岩野地内

山鹿市鹿北町椎持地内

山鹿市鹿北町椎持地内

山鹿市鹿北町岩野地内
山鹿市鹿北町椎持地内
山鹿市古閑地内
山鹿市菊鹿町長地内
山鹿市麻生野地内
山鹿市鹿北町椎持地内
山鹿市鹿央町岩原地内
山鹿市鹿央町岩原地内

山鹿市鹿央町岩原地内

㈱スポーツテクノ
㈱富田住建
㈱皆本建設
㈲古田建設
㈲竹下建設
㈲山鹿綜合設備
㈲泰明設備
㈾とらや商会
㈱鹿本電気商会
㈲山本建設
㈲中村工務店
㈱小川建設
㈲魁輝工業

㈲大成土木

㈲草野建設

㈲山本建設

荒川建設㈱

㈲三栄土建
荒川建設㈱
㈲佐間野土木
㈲渡辺善建設
㈱高喜工業
荒川建設㈱
誠和建設㈲
㈱牧野組

㈱森田緑化造園山
鹿営業所

76,650,000
15,361,500
14,175,000
23,520,000
20,055,000
8,347,500
5,638,500
11,025,000
5,197,500
15,519,000
16,170,000
11,865,000
11,340,000

12,180,000

16,012,500

11,340,000

8,452,500

6,772,500
11,287,500
9,345,000
9,093,000
15,645,000
9,198,000
8,820,000
22,470,000

22,785,000

入札日

問合せ
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赤ちゃん と みんな の 健康情報ご注意を
赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

日時▷２月６日㈪　山鹿・菊鹿
日時　２月 13日㈪　山鹿・鹿北
日時　２月 20日㈪　山鹿・鹿本
日時　２月 27日㈪　山鹿・鹿央
　　　鹿北・菊鹿・鹿本・鹿央は、13：30～15：30まで受付
　　　山鹿のみ、13：20 受付・13：30 開始
場所▷山　鹿 → 山鹿健康福祉センター
場所　鹿　北 → 鹿北総合支所
場所　菊　鹿 → 菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」
場所　鹿　本 → 鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
場所　鹿　央 → 鹿央多目的研修センター

母子健康手帳交付乳幼児健診

集団予防接種

□山鹿健康福祉センター
　＊３～４か月児健診（17年９月21日～17年10月20日生）
　　日時▷２月７日㈫　13：30 ～ 14：30 受付
　　対象▷山鹿・鹿北・鹿央
　＊７～８か月児健診（17年６月生）
　　日時▷２月 21日㈫　13：30 ～ 14：30 受付
　　対象▷山鹿・鹿北・鹿央
　＊１歳６か月児健診（16年６月生）
　　日時と対象▷
　　　２月 16日㈭　山鹿q（山鹿・大道校区）
　　　２月 28日㈫　山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・
　　　　　　　　　三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
　　　いずれも、13：30 ～ 14：00 受付
　＊３歳児健診（14年 10月生）
　　日時と対象▷
　　　２月 17日㈮　山鹿q（山鹿・大道校区）
　　　２月 24日㈮　山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・
　　　　　　　　　三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
　　　いずれも、13：30 ～ 14：00 受付
□鹿本生涯学習・健康センターひだまり
　＊乳児健診（17年６月・10月生）
　　日時▷２月 14日㈫　13：30 ～ 14：30 受付
　　対象▷鹿本・菊鹿
　＊１歳６か月児健診（16年６月・７月生）
　　日時▷２月 23日㈭　13：30 ～ 14：30 受付
　　対象▷鹿本・菊鹿

日時▷２月６日㈪／菊鹿、13日㈪／山鹿・鹿北
　　　　　20日㈪／鹿本、27日㈪／山鹿・鹿央
　　　いずれも、９：30～ 11：00 まで受付
場所▷山鹿・菊鹿・鹿本・鹿央→母子健康手帳交付と同じ
　　　鹿北→鹿北老人福祉センター

　日本人の３大死因がん・心臓病・脳卒中を引き起こす主
因となる「動脈硬化」。そして、動脈硬化の危険因子である
生活習慣病は、内臓脂肪型肥満が原因であることがわかっ
てきました。そこで登場するのが「メタボリックシンドロー
ム」というキーワードです。
　メタボリックシンドロームとは、内臓脂肪型肥満によっ
てさまざまな病気が引き起こされやすくなった状態のこと
です。
【メタボリックシンドローム・チェックリスト】
　メタボリックシンドロームかどうかを知るためには、以
下の４つの危険因子をチェックします。そのうちqは必須
項目です。それ以外に２つ以上当てはまることが診断の基
準です。
　q腹囲（おへそまわり）：男性は85cm以上、女性は90cm
　以上であって、なおかつ
　w血圧：最高 130 以上、または最低 85以上
　e中性脂肪 150以上、またはHDLコレステロール 40未満
　r空腹時血糖：110 以上
　メタボリックシンドロームを改善するには、内臓脂肪を
減らす生活をすることです。過栄養と運動不足といった生
活習慣全般の見直しから始めましょう。

□ＢＣＧ（生後３～６か月児未満）
　日時▷２月８日㈬　13：30 ～ 14：30 受付
　場所と対象▷鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」

お問い合わせは、各総合支所の保健師まで
山　鹿　☎４３ - ００５０　鹿　北　☎３２ - ３１１１
菊　鹿　☎４８ - ３１１１　鹿　本　☎４６ - ３１１２
鹿　央　☎３６ - ３１１４

育児相談

場所と日時▷q山鹿市役所
　　　　　２月21日㈫　９：30～11：30／12：30～15：30
　　　　　w鹿本生涯学習・健康センターひだまり
　　　　　２月 22日㈬　９：30～11：00／12：30～15：30
　　　　　e菊鹿健康福祉センターひまわり館
　　　　　２月 27日㈪　９：30～11：30／12：30～15：30

・接種の前に必ず母子手帳で接種履歴を確認しましょう。
　わからない場合はお住まいの地区の総合支所の保健師ま
　でお問い合わせください。
・この予防接種は、直接医療機関に受けに行く個別接種に
　なっています。その際、事前に電話申し込みが必要です。
・予防接種を受けるときは、母子手帳を必ず持参してくだ
　さい。

２月１日～７日は生活習慣病予防週間です麻しん・風しんの予防接種が変わります
　１歳から７歳６か月未満のお子さんがいる保護者の皆さ
ん、まだお済みでない場合は、早めに予防接種を受けるこ
とをおすすめします！

献血にご協力ください

18 年度の健診の申込みを２月から始めます。19歳以上
の全世帯に「希望調査票」が配布されます。年に１度は
健診を受け、自分の健康状態を知って生活習慣病を見直
す機会として活用してください。

※応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
　掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
　氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
　またはご持参ください

赤ちゃん大募集！

長瀬　新
あらた

さん
（H17.11.11 生れ）

杉（山鹿）

♥ぼくから一言
　じいちゃん、ばあちゃんた
くさん遊んでね！早く大きく
なりたいな～。

♥わたしから一言
　歌と踊りがとっても大好
きな私です。笑顔でパパと
ママを元気にしてます。

平木佑
ゆ い
依さん　　  

（H16.1.17 生れ）
下吉田（山鹿）

♥パパとママからメッセージ
　いつもたくさんの笑顔をありが
とう！これからも二人仲良くね！

有田　凱
がい

さん（左）
　　（H14.1.19 生れ）

　　     七
ななみ

海さん（右）
　　（H16.3.29 生れ）
　　　　下永野（菊鹿）

問合せVol.11
幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」
営業時間
午前 10時～午後 10時
（プール・ジムは午後９時半まで）
休館日　毎週木曜日
☎４２ -５１００

今回は、健康を「食」の面で考えてみたいと思
います。適度な運動も健康には欠かすことが

できないものですが、同じように食事についても
重要視しなければなりません。

ゆ～かむにあるレストランでは、地産地消で安全と健
康、体にやさしい料理を毎日 35 品目出しています。

温泉やスポーツの後に、一膳でも安全な食材で体の喜ぶ材
料を取り入れ健康をサポートしています。

料理は山菜や季節の野菜で作られた料理が大半を占め、
味付けにも天然のダシをきちんと取り、味を確認し、

塩分に気を付けています。

五穀米や薬膳黄飯（くちなしご飯）など日替わりで並
びます。ご飯は他のおかずと組み合わせて食べるこ

とが多いので、結果として多様な食品と栄養素を取ること

の出来る素晴らしいものです。

現代は主食摂取が減っているとのこと。多く
のおかずをとり、バランスの良い食事のた

めにもたくさん食べて欲しいものです。

平成17年度熊本健康づくり応援店に選ばれ、料理には
栄養成分と効能、カロリー表示をしています。健康へ

の第一歩として「自分の体に今なにが不足しているのか」
「カロリーはどれくらい取ろうか」など健康を食の面から
考えるにはいい場所です。

健康は、体力をつけるための運動だけでは万全ではあり
ません。あらゆる食事をバランスよく取り、細胞一つ

一つに栄養を与えることも大事なのです。

　みなさんは偏った栄養ばかりとっていませんか？

体の健康は運動と食生活
～お手伝いします「食」～
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※12月中の届出受付分を掲載しています

◆ おくやみ ◆
山　鹿
　山　鹿　福田寛子さん (75)　中原和信さん (60)
　　　　　古川廣吉さん (74)　横手孝德さん (79)
　　　　　木庭倍子さん (85)　中川九州男さん (64)
　米　田　立山ミヤ子さん (86)　倉原カシクさん (69)
　　　　　有働加志久さん (87)　出口　勉さん (40)
　川　辺　古庄メイさん (94)
　八　幡　松井きよさん (91)　竹熊トシ子さん (89)
　　　　　黒田トモエさん (94)
　平小城　古川隆晴さん (55)　牛島スマ子さん (75)
　　　　　吉本浩次さん (43)　池田恵子さん (51)
　三　岳　一森雪子さん (92)-
　三　玉　永田トシ子さん (81)
　大　道　高木季男さん (82)　木庭辰喜さん (95)
　　　　　須賀カメノさん (80)
鹿　北
　岳　間　中野節子さん (79)
　岩　野　田島敏雄さん (84)　谷川サヨコさん (66)
　広　見　中村友香さん (32)　中村朱里さん ( ０)
菊　鹿
　内　田 　酒井ヨシコさん (97)　児玉昭義さん (77)
　六　郷　冨田春喜さん (99)　井上　親さん (75)
　　　　　古閑一行さん (83)　眞弓信一さん (74)
　　　　　宗像興順さん (72)　石川ヨシエさん (84)
　　　　　近藤シズカさん (77)　山口ユキヨさん (90)　
　　　　　一法師光也さん (75)
　城　北　德永イツヱさん (79)　日髙マサコさん (84)
　　　　　堤　宏子さん (85)　石井一成さん (76)
　　　　　宮﨑國雄さん (80)　坂本綾人さん (77)　
鹿　本
　来　民　佐藤誠一さん (91)　水町マツヲさん (88)
　　　　　由富義人さん (88)
　稲　田　吉海信子さん (88）　芹川ミサオさん (101)　
　
　　　　　山﨑龍男さん (89）
　中　富　仲島千喜さん (90)　増田孝浩さん (37)
　　　　　村上マサコさん (94)
鹿　央
　米野岳　似吹春見さん (88)　佐伯幸夫さん (81)
　　　　　瀬戸口貞子さん (93)　島田　武さん (90)
　　　　　原　欽也さん (68)
　山　内　森　幸子さん (71)
　千　田　上田二平さん (87)　松永酉勝さん (87)
　　　　　西村八千代さん (70)　守川玉喜さん (91)

お
よ
ろ
こ
び
・
う
ぶ
ご
え
・
お
く
や
み

12月◆ およろこび ◆
山　鹿
　山　鹿　福田敏博さん♥中原裕子さん
　　　　　一ノ瀬真一郎さん♥一ノ瀬志保さん
　米　田　原口龍一さん♥松本弥生さん
　川　辺　池尻浩治さん♥山内理恵さん
　八　幡　松本法明さん♥槙　美保さん
　三　玉　岩根光英さん♥松延絵美さん
　大　道　古江直継さん♥後藤美菜さん
　　　　　松本幸太朗さん♥前田智美さん
　　　　　井上将聡さん♥坂本智美さん
鹿　北
　岳　間　中満潤也さん♥鹿子木朋美さん
　広　見　城戸　誠さん♥中島悦子さん
鹿　本
　来　民　阪本雄一郎さん♥大塚美穂さん

◆ うぶごえ ◆
山　鹿
　山　鹿　内田彩乃さん　古江文佳さん
　　　　　皆本祐賢さん　高口力哉さん
　　　　　古家和実さん
　八　幡　大塚佳音さん
　三　岳　竹田陽太さん
　三　玉　池田常隆さん　大塚眞翔さん
　　　　　社方貫路さん　田中真慈さん
　　　　　有働丈獅さん
　大　道　西原瑠里子さん　朝倉千晴さん
　　　　　山本加響さん　春田侑杜さん
鹿　北
　岩　野　横田将斗さん
　広　見　田上龍弥さん　古川大翔さん
　　　　　最上雄太さん
菊　鹿
　内　田　村上志弥さん
　六　郷　青木麻由佳さん　石阪太一さん
　　　　　富田　匠さん　田中　和さん
　　　　　山品　晴さん
鹿　本
　来　民　大木沙希さん　坂本芽依さん
　　　　　森本群司さん　川俣　葵さん
　稲　田　中島虎之輔さん
　中　富　宮﨑礼佳さん

◆市◇民◆文◇芸◆
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例
会

立
山
連
峰
選

置
き
土
産
社
訓
は
今
も
光
っ
と
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
田　

亀
水

大
詰
め
実
弾
も
飛
ぶ
デ
マ
も
飛
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
木　

畦
道

蹴
た
く
っ
て
襦
袢
の
裾
に
み
る
色
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
瀬　

狂
介

大
詰
め
後
は
総
理
の
腹
一
っ
ち
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
井　

爆
笑

置
き
土
産
負
債
消
化
に
四
苦
八
苦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
田　

土
常

松
井
爆
笑
選

大
詰
め
肉
付
け
し
よ
る
民
営
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
里
イ
ツ
代

危
機
一
髪
咄
嗟
に
洩
れ
る
お
念
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
庄　

敬
子

大
詰
め
賜
杯
賭
け
て
の
三
つ
巴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冨
田　

土
管

早
や
一
年
枕
も
濡
れ
ん
如
っ
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本　

白
扇

危
機
一
髪
媽
と
ニ
ヤ
ミ
ス
し
た
デ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
本
凡
久
良

【
鹿　

北
】

鹿
北
短
歌
会　
十
二
月
例
会

中
満
重
明
選　

夫
逝
き
て
呆
け
し
ご
と
く
眺
め
を
り
涙
の
ご

と
く
木
犀
散
る
を　
　
　
　
　

西
牟
田
節
代

独
り
居
の
友
逝
き
ま
し
し
庭
隅く
ま
に
カ
ン
ナ
は

優
し
く
わ
れ
を
迎
ふ
る　
　
　

井
上
田
鶴
子

ホ
シ
は
も
う
次
の
ペ
ー
ジ
に
居
る
と
み
た
こ

の
ま
ま
と
じ
る
楽
し
み
も
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
牧
ミ
サ
キ

河
鹿
会　
肥
後
狂
句　
十
二
月
例
会

伊
藤
元
選

初
夢
ま
ー
だ
試
験
に
こ
な
さ
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
田
千
万
歩

初
夢
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
に
ホ
ル
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
平　
　

峠

美
し
か
顔
は
と
も
か
く
そ
の
着
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
賀　

楽
居

【
菊　

鹿
】

菊
鹿
短
歌
会　
十
二
月
作
品　

枯
れ
草
を
燃
や
さ
む
と
し
て
持
ち
た
れ
ば

蟋こ
お
ろ
ぎ蟀
二
匹
住
み
家
な
く
せ
り　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
手
上
い
つ
子

留
守
居
な
せ
し
舅ち
ち
も
逝
き
た
り
夕
暮
れ
の
野

戻
り
迎
ふ
る
ア
メ
リ
カ
ン
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
山　

陽
子

歩
み
ゆ
く
吾
に
止
ま
れ
る
赤
蜻と
ん
ぼ蛉
何
か
言
ひ

た
き
こ
と
あ
る
ご
と
し　
　
　

河
津　

山
水

銀
河
俳
句
会　

小
春
日
や
花
壇
に
兆
し
始
ま
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

綾
子

拍
子
木
の
遠
く
消
え
た
る
看
取
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井　

睦
美

茜
さ
す
吹
雪
の
山
の
奥
の
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
古
閑
ひ
と
み

【
鹿　

本
】

鹿
本
短
歌
会　
十
二
月
例
会

童
ら
の
「
あ
い
さ
こ
い
さ
」
ジ
ャ
ン
ケ
ン
の

テ
ン
ポ
の
速
さ
耳
新
し
き　
　

出
井
セ
キ
子

パ
ン
ジ
ー
の
「
私
を
思
ふ
」
花
言
葉
色
濃
き

も
の
を
青
年
が
売
る　
　
　
　

北
島　

た
き

体
操
の
リ
ズ
ム
に
和
す
や
群
む
ら
す
ず
め雀
額ぬ
か
す
れ
す

れ
に
朝
の
空
飛
ぶ　
　
　
　
　

水
町
千
鶴
子

俳
句
教
室　
十
二
月
例
会

互
選

落
葉
篭
構
え
て
持
て
ば
軽
き
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
森
サ
エ
カ

毛
糸
編
む
指
も
静
か
に
夜
も
更
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戒
田
喜
久
子

秋
祭
り
男
太
鼓
の
晴
舞
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

典
由

【
鹿　

央
】

鹿
央
短
歌
会　
十
二
月
作
品

小
春
日
に
夫つ
ま
と
二
人
で
柿
を
む
く
た
だ
こ
れ

だ
け
の
幸
せ
の
時と
き間　

　
　
　

森　
　

道
子

夜
の
更
け
て
真
昼
の
如
き
月
の
光か
げ
伸
び
た
る

草
に
深
く
差
し
込
む　

   　
　

東　

よ
り
子

生
き
て
い
る
嬉
し
さ
思
う
久
々
に
大
地
踏
み

し
め
道
歩
く
と
き　
　
　
　
　

平
川　

裕
子
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■人口と世帯
人口　59,629（- 31）
　男　28,190（＋１）
　女　31,439（- 32）
世帯数　20,754（-９）
12月末現在（前月末比）

山
中
に
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
む
「
山
の
神
」

山の神 （菊鹿町上永野）

今回の紹介者
　竹下　輝幸さん
　　　　菊鹿町
（山鹿市文化財保護委員）

連載第６回

▲
□訂正とお詫び
12 月１日号当コーナーで掲載した解説の中で尋常小学校を「６～
12 歳を対象に４年間」と紹介したのは、「６年間」の誤りでした。
訂正してお詫びします。

　山の神とは、山を守り、山をつかさどる神の総称である。
磐座、小

しょう

祠
ほこら

、大木など特徴のある樹木を依
よ だ い

代として、山の
神の名で祀

まつ

りあるいは信仰を行っている。各地に存在する
「山の神」は山の入り口に石造物など、石に「山の神」と彫っ
てあるものと、祠

ほこら

に「山の神」が鎮座する二つに部類する
ことができる。
　信仰には、地域や職業、職域などによって信仰の相が非
常に異なっている。ここでは山村における信仰を対象とし
て山に薪

まき

、松、杉、桧などを求め、また、山菜や木の実な
どの採取を行うなど人々の生活は山と深い関係で結ばれ、
一般的な信仰の対象となっている。
　上永野集落の「山の神」祭りは、正月と８月 16日で、こ
の日は山仕事をしてはならないという風習が今なお残って
いる。
　ここで、紹介する「山の神」は、菊鹿町の上永野の囲

かこい

の
山中に祀られ、東の峰に膳

ぜんばな

鼻、八
や し お

潮、米の山を遠望する尾
根筋の雑木林の中にあり、約 20坪程の平場に鎮座されてい
る。祠は北側に少し傾いており、永年の風雪に耐えた台座
の下には山石が埋め込まれ、北側は緩やかな斜面で、東側

　
編
集
後
記

♥
お
正
月
…
と
思
っ
て
い
た
ら
も
う
節
分

で
す
ね
。
歳
を
重
ね
る
ご
と
に
月
日
が

目
の
前
を
通
り
過
ぎ
る
ス
ピ
ー
ド
が
速
く

な
っ
て
き
た
と
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で

し
ょ
う
か
…
。

♥
成
人
式
に
取
材
に
出
か
け
、数
年
前（
？
）

に
「
私
は
何
を
思
っ
て
式
に
臨
ん
だ
ん
だ

ろ
う
」
と
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
時
間

を
、
し
み
じ
み
と
顧
み
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
英
）

♥
さ
あ
、
年
も
明
け
て
は
や
２
月
に
な
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
寒
さ
だ
け
は
２
月
を

先
取
り
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
が
…
。

♥
今
年
は
ど
ん
な
１
年
に
な
る
の
で
し
ょ

う
。
景
気
は
上
向
き
傾
向
と
の
こ
と
で
す

が
、
二
極
分
化
が
進
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

い
わ
ゆ
る
「
勝
ち
組
」「
負
け
組
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
世
の
経
済
至
上
主
義
、
競

争
社
会
化
は
一
層
進
ん
で
い
く
の
で
し
ょ

う
か
。
景
気
は
上
々
で
も
何
と
な
く
漂
う

不
安
感
。

♥
「
本
当
に
こ
の
ま
ま
で
？
」
と
考
え
る

余
裕
を
持
て
る
よ
う
に
な
ろ
う
と
考
え
た

年
頭
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
孝
）

はやや急斜面になっている。
　祠の材質は凝灰岩で、西向きに鎮座した「山の神」は植
林された樹木が生長した姿を静かに見守っておられる様子
がうかがえ、一時的にも時間が止まっている感がある。
　神像は、坐像で両手に笏

しゃく

を持っておられる衣冠束帯の神
像である。
　北、東、南側の側壁には、銘文がそれぞれ６列に刻んで
ある。銘文には神像を建立した経緯が記してあり、大意は、
文政 11 年（1828）懸

け ん い ん よ り お お さ と か く ざ え も ん

伊依太里角左衛門の命で、吉
き ち べ え

兵衛と
藤
とうしち

七が杉、桧、松の三樹を数百万植え、天保 15年（1844）
に立派に繁殖したのは、「山の神」の神霊力によるものであ
り、感謝に対し祀ったものである。
　この「山の神」は当時の山奉行が樹木の成長を「山の神」
の神霊力に感謝したもので、信仰の大切さを物語っている。


